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序

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターでは、京都府内の公共事業に伴う

埋蔵文化財の発掘調査を行ってまいりました。この間、当センターの業務の遂行

にあたりましては、皆様方のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

本書は『京都府遺跡調査報告集』として、平成20年度に京都府建設交通部の依

頼を受けて実施した蔵垣内遺跡、平成21年度に京都府農林水産部の依頼を受けて

実施した大谷口遺跡、平成21年度に京都府建設交通部の依頼を受けて実施した長

岡京跡右京第968次の発掘調査報告を収録したものです。本書が学術研究の資料

として、また、地域の埋蔵文化財への関心と理解を深めるうえで、ご活用いただ

ければ幸いです。

おわりに、発掘調査を依頼された京都府建設交通部と京都府農林水産部をはじ

め、京都府教育委員会・南丹市教育委員会・亀岡市教育委員会・長岡京市教育委

員会・（財）長岡京市埋蔵文化財センターなどの各関係機関、ならびに調査にご参

加、ご協力いただきました多くの方々に厚く御礼申し上げます。

平成22年３月

財団法人　京都府埋蔵文化財調査研究センター

理 事 長　　上 田 正 昭　　
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例 言

１．本書に収めた報告は下記のとおりである。

　大谷口遺跡第５次

　蔵垣内遺跡第12次

　長岡京跡右京第968次

２．遺跡の所在地、調査期間、経費負担者および報告の執筆者は下表のとおりである。
遺跡名 所在地 調査期間 経費負担者 執筆者

1. 大谷口遺跡第５次 南丹市八木町諸畑大谷
口

平成21.５.18.～平成
21.10.７

京都府農林水産部 高野陽子・
田代弘

2. 蔵垣内遺跡第12次 亀岡市千歳町国分正
田・内垣内・西垣内・
藪ノ本

平20.11.４～平21.２.24 京都府建設交通部 筒井崇史・
田代弘

3 長岡京跡右京第968
次

長岡京市調子２丁目 平21.４.８～平21.11.27 京都府建設交通部 森島康雄

３．本書で使用している座標は、原則として世界測地系国土座標第６座標系によっており、方

位は座標の北をさす。また、国土地理院発行地形図の方位は経度の北をさす。

４．本書の編集は、調査第２課調査担当者の編集原案をもとに、調査第１課資料係が行った。

５．現場写真は主として調査担当者が撮影し、遺物撮影は、調査第１課資料係主任調査員田中

彰が行った。
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図版第７-（1）Ｉ地区（北調査区）土器溜まりＤ群全景（南東から）

- （2）Ｉ地区（北調査区）土器溜まりＥ群全景（東から）

- （3）Ｉ地区（北調査区）土器溜まりＣ～Ｆ群全景（東から）

図版第８　出土遺物１

図版第９-（1）出土遺物２

- （2）出土遺物３

図版第10-（1）出土遺物４

- （2）出土遺物５
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図版第１-（1）調査前状況（北から）

- （2）c2-1地区第１遺構面全景（上が北東）

- （3）c2-1地区第１遺構面全景（南東から）

図版第２-（1）c2-1地区第１遺構面ＳＤ20全景（南東から）

- （2）c2-1地区第１遺構面ＳＤ20畦（南から）

- （3）c2-1地区東壁ＳＤ20断面（西から）

図版第３-（1）c2-1地区第１遺構面ＳＤ25断面（南東から）

- （2）c2-1地区第２遺構面全景（南東から）

- （3）c2-1地区第２遺構面ＳＤ30全景（北から）

図版第４-（1）c2-1地区第２遺構面ＳＤ30護岸杭近景（南から）-

- （2）c2-1地区第２遺構面ＳＤ30断面（北西から）

- （3）c2-1地区第２遺構面ＳＫ34全景（南東から）

図版第５-（1）c3-2地区第１遺構面全景（上が北東）

- （2）c3-2地区第１遺構面全景（南東から）

- （3）c3-2地区第１遺構面北部全景（南東から）

図版第６-（1）c3-2地区南壁（北西から）
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- （2）c3-2地区第１遺構面ＳＰ54断面（北西から）

- （3）c3-2地区第１遺構面ＳＰ57断面（北西から）

図版第７-（1）c3-2地区第２遺構面北部全景（南東から）

- （2）c3-2地区第２遺構面南部全景（北西から）

- （3）c3-2地区第２遺構面南部全景（南東から）

図版第８-（1）c3-2地区ＳＤ36全景（北西から）

- （2）c3-2地区ＳＤ36断面（北西から）

- （3）c3-2地区ＳＤ36断面（南東から）

図版第９-（1）c3-3地区第１遺構面全景（上が北東）

- （2）c3-3地区第２遺構面全景（南東から）

- （3）c3-3地区第２遺構面ＳＤ50断面（北東から）

図版第10-（1）c2-2地区全景（上が北東）

- （2）c2-2地区全景（南東から）

- （3）c2-2地区ＳＤ20断面（南東から）

図版第11-（1）c2-2地区ＳＤ15全景（北西から）

- （2）c3-1地区全景（上が北東）

- （3）c3-1地区ＳＤ36断面（南東から）

図版第12-（1）c3-1地区ＳＤ36断面（南東から）

- （2）c3-1地区ＳＸ37遺物出土状況（北から）

- （3）c3-1地区ＳＸ37遺物出土状況（東から）

図版第13-（1）出土遺物１- （2）出土遺物２

図版第14-（1）出土遺物３- （2）出土遺物４

図版第15-（1）出土遺物５- （2）出土遺物６

図版第16-（1）出土遺物７- （2）出土遺物８

図版第17-（1）出土遺物９- （2）出土遺物10

図版第18-（1）出土遺物11- （2）出土遺物12

図版第19- 出土遺物13

図版第20-（1）出土遺物14- （2）出土遺物15
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１.大谷口遺跡第５次発掘調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

大谷口遺跡は、南丹市八木町諸畑大谷口に所在するೄ文࣌代から中世にࢸるෳ߹集落遺跡であ

る。平成16年度に八木町教育委員会（現南丹市教育委員会）が大谷口古෿群としてൣғ֬ೝ調査を

行い、৽たに周஌された遺跡である。南丹市諸畑・室橋・野৚・池上地区では、平成13年度から

京都府農林水産部により、府Ӧ経Ӧମ育成ج൫੔උ事業ʮ川東地区ʯの΄場੔උ事業がਐめられ

ており、ࠓճの調査はಉ事業のҰ؀で実施したものである。

大谷口遺跡は大ԃ川（ܡ川）の左岸地域にあり、亀岡ຍ地北୺に位置する。当遺跡は、諸木山（標

高496.9̼）の੄部の؇΍かなࣼ܏地に形成された遺跡であり、周辺には໻ੜ࣌代から中世にかけ

ての遺跡が᜚ີに分布する。໻ੜ࣌代の集落は、大谷口遺跡の南方に、池上遺跡΍野৚遺跡が分

布するが、前者は໻ੜ࣌代中期における亀岡ຍ地のڌ఺త集落であり、後者では໻ੜ࣌代後期後

第１図　調査地および周辺遺跡分布図（国土地理院-１�25
000　఼田・亀岡）
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第２図　調査地位置図

༿のমࣦ住居などが検出されている。また室橋遺跡では、໻ੜ࣌代とਪఆされる大ن໛な溝が検

出されている。遺跡の東ଆには、ఱ井川を形成しখඌࠜ状をఄしている官山川をڬみ、諸畑遺跡

が立地する。諸畑遺跡は、໻ੜ࣌代から中世にかけての集落遺跡で、໻ੜ࣌代後期～古෿࣌代前

期の竪穴式住居跡΍、古෿࣌代中期の近ـ地方でも࠷古ஈ֊の଄り෇け竈をもͭ住居跡が検出さ

れている。ྺ史࣌代の遺跡としては、野৚遺跡と室橋遺跡で、ಸྑ～平҆࣌代のᕲᕱ用水路とみ

られる溝群が検出され、周辺の޿いൣғでߞ地։発が行われたことが൑໌している。前者では平

代前期にかけて࣌代～平҆࣌地割にԊう建物跡群が検出され、後者ではಸྑܕ代後期の৚ཬ࣌҆

の大形建物群が検出されている。また、当遺跡の北ଆの谷Ԟに立地するਗ਼ࣉݯは、11世ل後半の

建立とされ、࣌ށߐ代後期の木۬上人によるे࿡ཏ૾׽をもͭ૤ಎफのࣉである。

大谷口遺跡では、ա４ڈ次にわたる調査が実施された（第２図）。第１次調査は、平成16年度に

八木町教育委員会が大谷口古෿群（７ج）の１・２߸෿の調査を行ったものである。１߸෿の調査

では古෿のஹީは֬ೝされͣ、中世遺構を検出し、また２߸෿にͭいては、෿ٰ状の高まり周辺

でのトϨンν調査により、ೄ文࣌代後期の遺構΍遺物が検出された。第２次調査は、平成18年度

に市ಓ建設に伴って南丹市教育委員会の調査によって実施された。古෿࣌代前期とされる溝΍、

古෿࣌代中期の竪穴式住居跡、平҆࣌代～ח૔࣌代の溝΍土坑、柱穴౳が֬ೝされた。平成20年
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度の第３・４次調査は、東部事業地を南丹市教育委員会が担当し（第３次調査）、西部事業地を京

都府教育委員会が担当して（第４次調査）実施されたものである。第３次調査の北半部では、ಸྑ

～平҆࣌代後期の柱穴౳が検出され、南半部では古෿࣌代の溝が検出された。また第４次調査で

も、中世とされる柱穴群が֬ೝされている。

ճ報告する第５次調査は、第３次調査、第４次調査の成Ռを受けて、平成21年度事業としてࠓ

000
ըされたものである。現地調査は、平成21年５月18೔～10月７೔の期間をあて、2ܭᶷの調

査を実施した。発掘調査は、当調査研究センター調査第２課長ං後弘幸、調査第２課主װ第３係

長事務औѻ石井ਗ਼࢘、ಉ次੮૯ׅ調査員田代弘、ಉ調査員高野陽子が担当した。本報告書は、２

ষを田代と高野が、３ষの石器を田代が執筆し、ଞを高野がまとめた。本報告に使用した座標は

೔本測地系（چ座標）による。調査にࡍしては、南丹市教育委員会、京都府教育委員会の΄か、地

したいँײಋ・ご協力をಘた。記してࢦの方々から多くのごݩ
ㅭ㉅１ㅮ

。なお、ࠓճの調査にかかる経費

は、全ֹ京都府農林水産部が負担した。

̎ɽௐࠪ಺༰

̍ʣ̍ ۠ͷௐ （ࠪ第４図）

１区は、南丹市教育委員会のࢼ掘成Ռ（第３次調査９・16トϨンν）を受け、大谷口遺跡北東部

第３図　北部調査区配置図
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に設ఆした。調査前はߞ作地であり、چ地形は؇΍かなࣼ܏地であったとみられる。ߞ作土およ

びচ土をॏ機によりআڈし、標高໿137.8̼前後で遺構面を֬ೝした。調査面ੵは670ᶷを測る。

主な検出遺構は、໻ੜ࣌代後期の土壙、古෿࣌代中期の竪穴式住居跡および平҆࣌代とਪఆされ

る掘立柱建物跡である。ج४層位は、上層からߞ作土・চ土Ҏ下、ΦϦーϒ৭೪࣭土、ΦϦーϒ

。৭೪࣭土のॱにଯੵする（第５図）׊৭᛽ࠞじり೪࣭土、҉ΦϦーϒ׊

౔ᆮ̨̠1��（第６図）　調査区西部で検出した方形土壙である。長さ3.4̼、෯2.0̼、深さ0.25

̼のن໛をもͭ。中央部を後世の҉ڎによって大きく࡟平されている。埋土は、上層はখ᛽を多

第４図　１区平面図
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く含Ή҉׊৭೪࣭土、下層は׊ࠇ৭೪࣭土である。出土遺物は、北東ଆচ面と検出面から、໻ੜ

。代中期後半の土器ยが出土した。掘形の形ଶから埋૴施設のՄೳੑがある࣌

౔ᆮ̨̠1��（第６図）　調査区中央で検出した長方形の土坑である。ن໛は、長さ2.3̼、෯

0.9̼、深さ0.15̼を測る。上層は大きく࡟平されているが、掘形の形ଶから埋૴施設のՄೳੑが

ある。遺物は出土していないが、ＳＫ102に近઀することから、ಉ࣌期の土壙のՄೳੑがある。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝1�1（第７図）　調査区西୺で検出した଄り෇け竈をもͭ住居跡である。平面

形は方形で、Ұ辺໿5.6̼ʷ4.8̼、深さ0.2̼を測る。主柱穴は４جで構成され、柱穴の深さは໿

0.2̼を測る。଄り෇けの竈を住居の北西辺の壁ମ中央で検出した。അఙ形の形状をなし、ن໛

は長さ1.5̼、෯1.4̼を測る。竈中央南دりでࢧ石を検出し、ͦの前面にಛにڧいඃ೤部の޿が

りを֬ೝした。また竈壁ମの東ଆକ部で石ࡐを検出した。໿25cNの高さをもͭ௚方ମの立石で、

ขき口に配された石ࡐとみられる。こうした事例は、南丹市周辺の古෿࣌代の଄り෇け竈にྨ例

第５図　１区土層断面図
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があり、地域తなಛ৭をもͭ。西ଆにはこれにରԠする立石は֬ೝできͣ、ൈきऔられたՄೳੑ

がある。竈南ଆচ面上で、ম土・୸化物を含Ήପԁ形状の土坑ＳＫ５を検出した。長0.7̼ܘʷ

୹0.35̼ܘを測る。竈からのഉ土をҰ࣌తに溜めるための土坑であΖう。また西ଆচ面では、住

居の壁ମ中央΍΍南دりで、壁ମから໿0.3̼཭れて、深さ໿0.25̼の方形のখ柱穴（Ｐ６）を検出

した。ఐ子などの住居の出ೖり口部の施設に伴う柱穴のՄೳੑがある。北西と南西の住居壁ମの

内ଆに、෯໿0.2̼、深さ໿５cNの周壁溝を部分తに検出した。埋土には５～10cN大の᛽を多く

含Ήが、চ面は全ମにྑ޷な遺ଘ状況にあり、多くの土器が出土した。竈前庭部東ଆで布ཹ式ᙈ

１఺が出土した΄か、চ面各所で土ࢣ器高ഋ・࿶、ਢܙ器ഋ֖・ഋ֖౳が出土した。布ཹ式ᙈは

な資料である。出土したਢ޷器との共伴関係を஌ることができるྑܙऴஈ֊の資料であり、ਢ࠷

。とਪఆされるࠒ前༿～中ل期は５世࣌、式に֘当しܕ器は、おおよͦಃ༢༼̩Ｋ216～208ܙ

۷ཱபݐ෺跡̨̗1��（第８図）　調査区東部で検出した建物跡である。柱穴のҰ部は、すでに

南丹市教育委員会による第３次調査で検出されていたものである。２間ʷ２間Ҏ上のن໛をもち、

第６図　土壙ＳＫ102・103実測図
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第７図　竪穴式住居跡ＳＨ101実測図
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柱間は໿2.8～3.1̼を測る。主࣠は、̣39 Ｅ˃を測る。柱穴から遺物は出土していないが、周辺ਫ਼

査中に出土した土器から、ಸྑ࣌代後期～平҆࣌代前期の建物跡のՄೳੑがある。

۷ཱபݐ෺跡̨̗1�6（第８図）　調査区中央北で検出した東西方޲の主࣠をもͭ建物跡であ

る。２間ʷ１間Ҏ上のن໛をもち、柱間はܻ行が໿2.7～2.9̼、ྊ間は໿3.5̼を測る。主࣠は、

̣５˃̬ を測る。柱穴から土器は出土していないが、周辺の野৚遺跡などでみられるように、東

西方޲の主࣠をもͭこと΍、柱間のڑ཭から、平҆࣌代後期～ח૔࣌代の建物跡のՄೳੑがある。

பྻ̨̖1��（第８図）　調査区南東で検出した柱列である。２間Ҏ上のن໛をもͭ。柱穴から

第８図　掘立柱建物跡ＳＢ104・106、柱列ＳＡ105実測図
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瓦器ยが出土し、平҆࣌代後期Ҏ߱の柱列とਪఆされる。

̎ʣ̎ ۠ͷௐ （ࠪ第９図）

１区の南に設ఆした調査区である。調査前には、ࣼ܏地の３筆のߞ作地としてར用されていた

が、畦൞をআڈしてҰͭの調査区とした。南丹市教育委員会によるࢼ掘調査では、平҆࣌代後期

の柱穴が֬ೝされている。遺構面は北部では標高໿136.0̼෇近で、南部では໿135.8̼෇近で֬

ೝした。層序は、ߞ作土Ҏ下に、近世遺物を包含するΦϦーϒࠇ৭೪࣭土層、中世遺物を包含す

る҉ΦϦーϒ׊৭࠭᛽ࠞじり೪࣭土層がଯੵする。調査面ੵは470ᶷを測る。

౔̨̠޵���（第11図）　調査区西部で検出した。ෆ੔ԁ形をఄする落ち込み状の土坑である。

。໛は長さ໿5.5̼、෯1.6̼、深さ0.15～0.2を測る。西部の埋土から、ຏ製石ි２఺が出土したن

２఺のうち１఺は、ਕ部のҰ部がṞ཭し、もうҰ఺はਕ部をંଛしていた。いͣれもج部にᏏଧ

ࠟがあり、޻۩としてస用されたものである。ଞに出土遺物はೝめられない。２区は谷部の中央

෇近にあり、現在でも各所で༙水が多くみられることから、水場の周ғに形成された作業土坑で

あったՄೳੑがある。出土石器から、おおよͦ໻ੜ࣌代中期後半の土坑とみられる。

第９図　２区平面図
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౔��8̨̠޵（第11図）　調査区南୺でҰ部を検出したෆ੔形の土坑である。長さ໿4.1̼、෯

1.1̼、深さ0.15̼を測る。埋土から໻ੜ土器ఈ部が出土し、࣌期は中期後半とਪఆされる。

౔̨̠޵���（第11図）　南部で検出したପԁ形状のখن໛な土壙である。長ܘ໿0.85̼、୹ܘ

0.45̼、深さ0.1̼を測る。上層は大きく後世の࡟平を受けているが、໻ੜ土器ᆵのҰ部が出土し

た。出土土器から、໻ੜ࣌代前期຤～中期ॳ಄の土坑とਪఆされる。

౔��6̨̠޵（第11図）　調査区西୺で部分తに検出した土坑である。平面形はԁ形をなすとみ

られる。全ମに؇΍かに落ち込ΉᎬു状の土坑である。ن໛は、長さ5.6̼、෯2.9̼、深さ໿0.4

̼を測る。土坑中央西ଆのݞ部から、໻ੜ土器ᆵのఈ部が出土した。土器の௚上まで、近世遺物

包含層によって大きく࡟平をうけ、土器上部は遺ଘしていないが、正置されていたとみられる。

土坑の埋土には、҉׊৭γϧト層がଯੵし、جఈ部は༙水఺にୡしている。༙水地఺をར用した

いわΏる水場遺構とਪఆされ、土器はݙڙ土器のՄೳੑがある。土坑内西壁の҉ڎにより࡟平さ

れた部分にかかり、ᙈ１఺が出土している。࣌期は出土土器から໻ੜ࣌代中期後半とਪఆされる。

第10図　２区土層断面図
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第11図　土坑ＳＫ222、土坑ＳＫ203・206・208実測図
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୦݀ࣜॅډ跡̨̝��1（第12図）　調査区中央で検出した建物跡である。চ面南辺周辺はߞ作に

よって大きく࡟平され、北西চ面のҰ部のみを検出した。Ұ辺の࢒ଘ長໿2.5̼を測る。柱穴は

西ଆで２جを検出し、４جから構成されるとみられる。চ面から土ࢣ器ࠋ、高ഋのҰ部が出土し、

古෿࣌代中期前半の住居跡とਪఆされる。

第12図　竪穴式住居跡ＳＨ201・204、掘立柱建物跡ＳＢ205・209実測図
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୦݀ࣜॅډ跡̨̝���（第12図）　調査区西୺で、住居の北東۱のҰ部を検出した。Ұ辺の࢒ଘ

長1.8̼を測る。柱穴は１جのみを֬ೝした。土ࢣ器ยが出土し、古෿࣌代の建物跡とਪఆされる。

۷ཱபݐ෺跡̨̗���（第12図）　調査区北東۱でҰ部を検出した。１間ʷ２間Ҏ上の建物跡と

ਪఆされる。柱間は2.5～2.7̼を測り、柱穴内からਢܙ器ยが出土した。ྨࣅした柱間をもͭ建

物跡は、野৚遺跡でも検出されており、平҆࣌代後期の建物跡とਪఆされる。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��9（第12図）　北部中央で検出した૯柱の建物跡である。ن໛は、ܻ行３間

（໿4.7̼）̫ ྊ間２間（໿3.6̼）を測る。柱間は໿1.5～1.7̼を測る。柱穴から遺物は出土ͤͣ、࣌

期は໌֬にできないが、柱構଄΍埋土の状況から中世Ҏ߱の建物跡とਪఆされる。

ͦͷଞͷப݀　調査区北部のＳＢ209周辺で検出した柱穴Ｐ223から、໻ੜ࣌代後期後༿とみら

れる土器ยが出土した。また、南西部でも柱穴群が検出されたが、柱穴はઙく、ߞ作による࡟平

がஶしい。これらのうち柱穴Ｐ225からは、平҆～ח૔࣌代の土ࢣ器ࡼยが出土し、建物跡を෮

原するにはࢸらないものの、中世の建物跡が構ஙされていたՄೳੑが高い。

̏ʣ̏ ۠ͷௐ （ࠪ第13・15図）

３区は、遺跡東୺のఱ井川となっている官山川のఅ状の高まりに઀して設ఆした調査区である。

遺構面は北部では標高໿133.0̼෇近で֬ೝした。層序は、ߞ作土・চ土Ҏ下に҉஡׊৭೪࣭土・

փ׊৭೪࣭土層がଯੵし、北部では132.6̼でج൫層を֬ೝした。໻ੜ࣌代後期中༿の住居চ面

はこのج൫層に౸ୡしている。北୺部でج൫層の断ち割り調査を行い、厚さ໿1.2̼の土石流（҉

第13図　南部調査区配置図
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փԫ৭᛽ࠞじり೪࣭土）のଯੵ層で形成されていることが൑໌した。さらにͦの下層の131.9̼෇

近で、水平ଯੵ層を֬ೝした。ೄ文࣌代に形成された層位のՄೳੑがあるが、ಛに遺物౳は出土

していない。南丹市教育委員会による第３次調査のࢼ掘区（２トϨンν）のҰ部をऔり込み、調査

区を設ఆした。調査面ੵは160ᶷを測る。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝�16（第16図）　調査区中央で検出したԁ形の竪穴式住居跡である。調査区東

壁に੾られる形で、遺構の໿半分を検出した。古෿࣌代中期の住居（ＳＨ301）চ面から໿0.8̼下

層でচ面を検出した。遺構のن໛は、௚ܘ໿6.4̼、検出面からの深さ໿0.3̼である。南東ଆの

壁ମは、ࣼめに؇΍かに立ち上がり、この方޲にೖ口が形成されたՄೳੑがある。চ面とのڥ界

に෯໿0.2̼、深さ໿５cNの周壁溝をめ͙らͤている。住居চ面中央にあたるとこΖには、東西

長໿0.7̼、南北長໿0.6̼、深さ໿0.3̼の土坑（Ｋ１）が設けられていた。土坑の周ғに周ԑଳと

なる土అは֬ೝできなかったが、土坑ఈと土坑周ғに୸փがପԁ形状に分布していたことから、

第14図　３区土層断面図
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いわΏるփ穴炉とみられる。主

柱は２جないし４جから構成さ

れるとਪఆされる。柱穴Ｐ１・

Ｐ６から構成される場߹には２

主柱となり、Ｐ４を含めて構成

される場߹は、４主柱として෮

原できる。Ｐ１・Ｐ６はن໛が

΍΍大きく、௚ܘ໿0.6̼、深

さ໿0.45～0.6̼を測る。この΄

か、চ面では、５جの柱穴を検

出しているが、このうちＰ２～

Ｐ５はଆ柱に伴うものとみら

れ、ਨ木を受ける໾割を担う柱

として޻෉されたとߟえられ

る。

பྻ̨̖�1�（第16図）　調査

区中央で検出した２جの柱穴

（Ｐ１・２）を柱列として෮原し

たものである。柱間は໿2.1̼、

柱穴のن໛はܘ໿0.6̼、深さ

0.4̼を測る。埋土から໻ੜ土

器ยが出土し、໻ੜ࣌代後期後

༿とਪఆされる。

౔ᆮ̨̠�1�（第16図）　௚ܘ

໿0.75̼、深さ໿0.2Nのԁ形土

壙である。土壙の中央に、ܘ໿

40cNのᙈがମ部下半を割られ

た状ଶでਾえられていた。器ମ

֎面には、ഗが෇ணしているこ

とから、Ұ度Րにかけたものを

埋ೲしたとߟえられる。ମ部上

半は、後世の࡟平によりࣦわれ、

ମ部෯໿10cNఔ度をྠ状に࢒

すのみで、土器の෮ݩにはࢸら

なかった。土器ุ׹のՄೳੑが 第15図　３区平面図
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第16図　竪穴式住居跡ＳＨ316、柱列ＳＡ315、土壙ＳＫ312、土坑ＳＫ314、流路ＳＲ303実測図
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あり、࣌期は໻ੜ࣌代中期後半とਪఆされる。

౔�1̨̠޵�（第16図）　調査区南୺で検出したପԁ形状の土坑である。長࣠໿2.1̼、୹࣠໿

0.7N、深さ໿0.55̼を測り、断面形はٯ台形状をఄする。໻ੜ土器ยが出土し、໻ੜ࣌代中期の

土坑とਪఆされる。なお周辺で８جの柱穴ないしはখ土坑を検出した。出土遺物は֬ೝできない

が、検出面と埋土の状況からおおよͦಉ࣌期の柱穴ないしは土坑とਪఆされる。

౔̨̠޵���（第17図）　古෿࣌代中期の住居ＳＨ301とಉҰচ面で検出したପԁ形状のখ土坑

である。長ܘ໿0.6̼、୹0.4̼ܘを測る、深さ0.1̼を測る。炉跡とみられ、ఈ部はにͿく੺変し、

長ᰍᆵのҰ部が出土した。周辺から໻ੜ࣌代後期後༿の遺物が出土し、ＳＨ301の構ங࣌に、໻

ੜ࣌代後期の遺構を大きく࡟平していることが൑໌した。

。期はෆ໌である࣌、෯0.5̼、深さ0.15̼の溝である。遺物は出土ͤͣ　��1̨̙ߔ

ྲྀ路̨̧���（第16図）　東から西へ流れる流路跡である。検出長໿4.5N、෯໿1.8N、深さ໿

0.3Nである。埋土は、ԫ׊৭系の࠭᛽を主ମとする。ݓ大の᛽も多਺みられる。೪࣭土は΄と

Μど含まない。出土遺物はなく、ࣗવ流路跡とみられる。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝��1（第17図）　長方形の平面ϓϥンをͭ࣋竪穴式住居跡である。調査区֎に

Ұ部޿がるが、住居跡の大半を検出することができた。住居跡のن໛は、長（東）辺が4.2̼、୹（南）

辺が3.7̼である。検出面からচ面までの深さは໿0.2̼である。চ面には、周壁溝・土坑・ম土坑・

柱穴などの遺構がೝめられた。周壁溝は、෯໿0.2̼、深さ５cNでҰ部を検出した。土坑はচ面

第17図　竪穴式住居跡ＳＨ301、土坑ＳＫ302実測図
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の΄΅中央で検出した。長࣠໿1.8̼、୹࣠໿1.4̼の長ପԁ形で、深さは0.1～0.2̼である。この

土坑は、চ面ਫ਼査のஈ֊では໌֬に検出できͣ、চ面をҰ部আڈしたஈ֊で検出している。主柱

穴は４جから構成されるとみられるが、柱の配置はඇରশで、柱間もҰ཯ではない。柱穴のن໛

は௚35～30ܘcN、深さ໿20cNである。চ面からはখ形丸ఈ土器、ᙈなどの土器ྨの΄か、台石

とみられる石製品が出土した。上面には使用ࠟとみられるຏ໓ࠟ跡があり、൘石の主࣠を住居中

央に޲け、住居চ面の東۱にしっかりとਾえられており、作業台あるいは調理台とみることがで

きる。出土土器から、࣌期は古෿࣌代中期ॳ಄とਪఆされる。

̐ʣ̐ ۠ͷௐ （ࠪ第19図）

４区は、遺跡中央部の３区南ଆに設ఆした調査区である。ର৅地は؇΍かなࣼ܏地を１筆のߞ

作地としてར用されていた地఺で、北ଆにより大きく上層が࡟平されている。遺構面は、東半で

第18図　４区土層断面図



大谷口遺跡第５次発掘調査報告

-øĀ-

２面を֬ೝし、平҆࣌代の遺構

面を標高131.1̼地఺で検出し、

ͦの໿20～30cN下層で、ඈௗ

代およびͦれҎ前の遺構面を࣌

ಉҰ面で検出した。また、調査

区東部において、南北方޲に流

れた土石流のࠟ跡を෯2.5～６

̼、長さ12̼にわたって֬ೝし

た。࣌ށߐ代Ҏ߱とみられるଯ

ੵ層を࡟平して流路を形成して

いるが、正֬な࣌期はෆ໌であ

る。層序は、ߞ作土・চ土Ҏ下

に、҉׊৭࠭᛽ࠞじり೪࣭土、

৭࠭᛽ࠞじり೪࣭土のॱにଯ׊

ੵする。調査面ੵは350ᶷを測

る。

౔̨̠޵���（第20図）　調査

区東୺で検出したପԁ形の土器

溜まり状の土坑である。長ܘは

。2.9̼を測るܘଘ長3.0̼、୹࢒

؇΍かに落ち込み、Ꭼു状をఄ

する。検出面からの深さは0.4

̼を測る。出土遺物は、࠭᛽に

ࠞじり、੔理ശ໿３ശの໻ੜ土

器が出土した。出土した土器に

は໻ੜ࣌代中期後༿～後期と࣌

期෯があるが、主ମとなる土器

は、໻ੜ࣌代後期後༿に属し、

これらはあまりຎ໣を受けてい

ない。໻ੜ࣌代後期後༿に、周

辺の中期土器のଯੵ層を࡟平し

て、形成された土坑とみられる。

۷ཱபݐ෺跡̨̗���（第20

図）　調査区中央で検出したܻ

行３間（໿5.6̼）、ྊ間２間（໿ 第19図　４区平面図
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4.8̼）のن໛をもͭ建物跡である。柱間は、ܻ行໿0.8～0.9̼、ྊ間໿1.0̼を測る。ྊ間中央の

柱穴は、ن໛も0.4̼ܘとখさく、柱列から΍΍内دりにೖる位置に構ஙされている。柱穴から、

ഋ部֎面にࢗ穴ࠟがある布ཹ式期の土ࢣ器高ഋが出土し、古෿࣌代中期前半の建物跡とਪఆされ

る。

第20図　土坑ＳＫ404、掘立柱建物跡ＳＢ403実測図
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୦݀ࣜॅډ跡̨̝���（第21図）　調査区北西۱で֬ೝした建物跡である。住居の南東চ面を部

分తに検出した。南東辺の࢒ଘ長1.4̼、深さ໿0.1̼を測る。南東۱に଄り෇け竈をもͭ住居跡

である。竈は、അఙ形をఄし、྆କ部がྑ޷に遺ଘしていた。竈中央からᙈのҰ部が出土し、ج

ఈ部中央で、ࢧ石として用いられたとみられる೪൘ؠを検出した。また、南西壁にԊって、土器

第21図　竪穴式住居跡ＳＨ402、炉跡ＳＸ407、落ち込みＳＸ410実測図
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ยがࠞじるඃ೤したԫ׊৭೪࣭土を検出したが、竈とは࿈઀ͤͣ、住居内のԎಓに関わるものと

みることはࠔ೉である。出土遺物から古෿࣌代中期前半の建物跡とਪఆされる。

མͪࠐΈ̨̭��6（第19図）　調査区西୺で検出したෆ੔形の落ち込みである。長さ໿４̼、෯

2.5̼、深さ໿0.15̼を測る。布ཹ式土器ยが出土し、࣌期は古෿࣌代中期前半とみられる。

࿍跡̨̭���ɾམͪࠐΈ̨̭�1�（第21図）　南壁のҰ部を拡張し、調査区南東で検出した。അ

ఙ形の炉本ମ（ＳＸ407）に、ԁ形土坑（ＳＸ410）が࿈઀し、さらに西ଆにݎくకまる೪࣭土層をմ

状に検出した。炉本ମのن໛は、長さ໿0.9̼、෯0.9̼、深さは西ଆجఈ部で໿0.3̼を測る。炉

のجఈは西ଆのԁ形土坑に޲け、؇΍かにࣼ܏する。࿈઀するԁ形土坑は、΍΍大きく掘࡟され、

・されている。炉の埋土には、୸化物࡟ఈ部と΄΅ಉじϨϕϧで掘ج1.0̼を測り、炉跡本ମのܘ

ম土ཻを含み、断ち割り調査で、炉壁とみられる੺変したجఈ部を֬ೝした。またԁ形土坑にも

炉からのഉ土とみられる୸化物がബくଯੵする。出土遺物は、炉内から、鉄１ח఺と、౛૷۩の

第22図　掘立柱建物跡ＳＨ401、溝ＳＤ405実測図
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Մೳੑがあるඍࡉな鉄খย１఺が出土し

た。製鉄炉のՄೳੑを૝ఆして調査をਐ

め、炉内および周辺の掘࡟土をચড়した

が、߯ ᕥ΍஁଄Ṟย౳は出土しなかった。

炉跡周辺では、柱穴を検出していないが、

、作地畦൞のஈࠩ面となっているためߞ

上層は大きく࡟平されている。本དྷは؆

қな上԰をもͭ԰֎炉として構ஙされた

ものであΖう。また、ٰྕの下方となる

炉跡南ଆには、炉本ମとԁ形土坑の࿈઀

部に޲けて઀ଓする෯໿0.9̼、深さ0.1

̼のઙい断面ʮ̪ʯࣈ形の溝状の落ち込

みＳＸ410を検出した。この周辺で୸化

物の޿がりがみられ、ਢܙ器・土ࢣ器な

どの土器が出土した。ＳＸ410はٰྕ下

方へのഉ水の機ೳをもͭ炉の෇属施設と

みられる。出土した土器は、おおよͦಃ

༢༼̩Ｋ217ܕ式に属し、７世ل前༿に

形成された遺構とみられる。

۷ཱபݐ෺跡̨̗��1（第22図）　調査

区西୺で検出した建物跡である。ܻ行３

間（໿7.9̼）、ྊ間２間（໿4.8̼）Ҏ上の

作土の௚下で検出した遺ߞ。໛をもͭن

構である。埋土には、土ࢣ器ยを含Ήが、

期を໌֬にできる資料ではない。柱構࣌

଄・柱間ڑ཭は、野৚遺跡で検出された

掘立柱建物に近く、また正方位をもͭこ

とから、平҆࣌代後期の建物跡とਪఆさ

れる。

調査区中央で10　（第22図）���̨̙ߔ

̼にわたって検出した溝である。෯໿0.5

̼、深さ໿0.2̼を測る。埋土はփԫ৭࠭

᛽ࠞじり೪࣭土からなり、中世後期Ҏ߱

の溝とਪఆされる。

̑ʣ̑ ɾ̒۠ͷௐ （ࠪ第23図） 第23図　５・６区平面図（上ɿ６区、下５区）
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５・６区は、遺跡の西部で、南北に設ఆした調査区である。５・６区は、৽たにܭըされた用

水路の੾土が行われる部分を調査ର৅とした。南北にࡉ長いトϨンνを設ఆしたが、中央のଆ溝

をڬみ、北半と南半で調査前の現地形で໿1.2̼のஈࠩがあるため、北部を６区とし、南部を５

区とした。چ地形は、؇΍かなࣼ܏面であったとみられ、ಛに６区北部はٰྕଆを断面ʮ̡ʯࣈ

に大きく࡟平されている。層序は、ٰྕ下部の５区南部では、上層から҉փԫ৭೪࣭土、҉׊৭

᛽ࠞじり೪࣭土、中世遺物を包含するփԫ׊৭࠭᛽ࠞじり೪࣭土のॱにଯੵする（第24図）。ಸྑ

～平҆期の遺構面を、調査区北部では標高໿131.5̼、南部では໿131.1̼で検出した。６区では、

第24図　５・６区土層断面図
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৭᛽ࠞじり࣭࠭土のॱにଯੵ׊作土Ҏ下、҉փԫ৭࠭ࠞじり೪࣭土、中世遺物を包含するփԫߞ

する（第24図）。調査面ੵは、５区は50ᶷ、６区は150ᶷを測る。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝���（第25図）　５区北部で検出した。Ұ辺໿4.0̼の方形竪穴式住居跡であ

る。西辺にԊって、主柱穴とみられる２جの柱穴（Ｐ１・Ｐ２）を検出し、ର֯に４主柱で構成さ

れる住居とみられる。北西辺の中央でഅఙ形に壁ମが࢒ଘする竈を検出した。෯1.3̼、長さ1.0

̼を測る。竈内からᙈが出土している。࣌期は、出土土器からಸྑ࣌代後半とਪఆされる。

౔̨̠޵���（第25図）　６区南部で検出した。長ܘ໿1.25̼、୹ܘ໿1.0̼、深さ໿0.15̼のପ

ԁ形状の土坑である。瓦器ย・౐石౳が出土し、平҆࣌代後期～ח૔࣌代とਪఆされる。

མͪࠐΈ̨̭���（第25図）　５区中央で検出した落ち込みである。検出面での෯໿5.8̼、深

さ0.2̼を測る。断面は؇΍かに落ち込み、ఈ部は平ୱで、東西方޲に掘࡟されたઙい溝のՄೳ

第25図　竪穴式住居跡ＳＨ504、落ち込みＳＸ505、土坑ＳＫ502、柱穴ＳＰ506実測図
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ੑがある。埋土から、瓦器ยが出土し、࣌期は、平҆࣌代後期～ח૔࣌代とみられる。

ப̨̥݀��6（第25図）　５区南୺で検出した柱穴である。ن໛は0.2̼ܘ、深さ0.15̼を測る。

東೻系のਢܙ器ുが出土し、12世ل前半ࠒの柱穴とみられる。周辺にಉҰ面で検出される਺جの

柱穴があるが、調査面ੵがݶられ、建物跡΍柱列を෮原するにはࢸっていない。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝6��（第26図）　６区南دりでҰ部を検出した竪穴式住居跡である。Ұ辺໿

4.1̼の住居跡である。柱穴は、চ面で１جを検出し、布ཹ式ᙈ１఺が出土した。出土土器から、

。代中期前半とਪఆされる࣌期は古෿࣌

౔6̨̠޵��（第26図）　６区の中央で検出したପԁ形状の土坑である。࢒ଘ長2.8̼ܘ、୹ܘ

1.4̼、深さ໿0.15̼を測る。出土遺物はなく、࣌期はෆ໌である。

౔6̨̠޵��（第26図）　ＳＨ603下層から検出した。0.4̼ܘ、深さ0.2̼のখ土坑である。໻ੜ

。᛾తな土坑であるࡇ。代後期後༿のു２఺がॏͶられ、෬ͤられた状ଶで出土した࣌

பྻ̨̖6�1（第23図）　６区東୺で検出した柱列である。２間Ҏ上のن໛をもち、柱間1.7～

1.8̼を測る。出土遺物はなく、࣌期はෆ໌である。

ப̨̥݀6��（第23図）　６区中央東壁ࡍで検出した。瓦器࿶を出土し、12世ل前半の柱穴とਪ

第26図　竪穴式住居跡ＳＨ603、土坑ＳＫ604・607実測図
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ఆされる。周辺で柱穴群を検出したが、建物跡の෮原にはࢸらなかった。

ப̨̥݀6�6（第23図）　６区中央西دりで検出した。丹೾মᆵยを出土し、中世後期～近世前

期の柱穴とみられる。

̒ʣ̓ ۠ͷௐ （ࠪ第27図）

遺跡の北西に設ఆした調査区である。京都府教育委員会によるࢼ掘調査区（第15トϨンν）の周

辺を拡張して調査したものである。東ଆの高まりは、古෿状にོىしているため、平成16年度に

八木町教育委員会によるࢼ掘が行われたが、周辺調査では古෿のஹީは֬ೝされͣ、ೄ文࣌代の

遺構と遺物΍、中世の遺物が出土している。本調査では、標高໿139.3̼෇近で遺構面を֬ೝした。

主な検出遺構は、ೄ文࣌代の土坑１ج、ಉ࣌期とみられる落ち込み、໻ੜ࣌代後期の竪穴式住居

第28図　７区土層断面図

第27図　７区平面図
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第29図　竪穴式住居跡ＳＨ701、土坑ＳＫ703、落ち込みＳＸ705実測図

第30図　掘立柱建物跡ＳＢ702、集石ＳＸ704実測図
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跡１ج、平҆࣌代後期Ҏ߱の建物跡と集石遺構である。層序は、ߞ作土・চ土Ҏ下に、҉׊৭࠭

᛽ࠞじり೪࣭土、׊৭࠭᛽ࠞじり೪࣭土のॱにଯੵする。調査面ੵは150ᶷを測る。

౔̨̠޵���（第29図）　௚1.6̼ܘ、深さ0.15̼のԁ形土坑である。土坑のなかから、ೄ文土器

ยが出土している。埋土中の୸化ࡐの์ࣹੑ୸ૉ年代測ఆを行った݁Ռ、ೄ文࣌代൩期の年代؍

をಘた
ㅭ㉅２ㅮ

。

མͪࠐΈ̨̭���（第29図）　調査区北部中央で検出した落ち込みである。土器は出土していな

いが、埋土の状況からೄ文࣌代の落ち込みのՄೳੑがある。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝��1（第29図）　調査区南東۱で検出した住居跡である。চ面で柱穴１جと、

北部でম土の޿がりを検出した。٢උ系高ഋが出土し、໻ੜ࣌代後期前༿の住居跡とਪఆされる。

また埋土中には、໻ੜ࣌代中期の土器ยを包含している。

۷ཱபݐ෺跡̨̗���（第30図）　調査区南東で検出した建物跡である。２間ʷ２間Ҏ上のن໛

をもち、柱間の間ִは、1.5～1.8̼を測る。遺物は出土しておらͣ、࣌期はෆ໌である。

ूੴ̨̭���（第30図）　調査区南東۱でҰ部を検出した集石である。෯໿0.5̼、長さ1.5̼に

わたって検出した。掘形はೝめられなかったが、石ࡐの間ܺから瓦器ยが出土している。

̏ɽग़౔遺෺

出土遺物には、土器、鉄製品および石器があり、૯ྔは੔理ശ26ശである。

̍ʣ౔ث

１～21（第31図）は、１区から出土した。１～３は、土壙ＳＫ102から出土した。１は、近ߐ系

受口口ԑᙈのҰ部で、野ऱ川周辺にಛ௃తな҉փ׊৭の଻土をもͭ。３はᆵ口ԑ୺部で、୺部֎

面に྿状文を施す。４～19は、竪穴式住居跡ＳＨ101から出土したҰׅ資料である。ೋॏ口ԑᆵ

（４）、௚口௷（５）、୹ᰍᆵ（６・８）、࿶（９・10）、布ཹ式ᙈ（７）、土ࢣ器高ഋ（12～16）が出土し

ている。高ഋにはόϥΤςΟがあり、ഋ部が深いもの（12）とઙいもの（13・14）があり、٭部も੄

部で֎方に大きく։くもの（13）、؇΍かに։くもの（15・16）がある。これらの資料には、ਢܙ器

が共伴し、༗֖高ഋの （֖17）、ഋ਎（18）、ഋ （֖19）がある。おおよͦಃ༢༼̩Ｋ216～̩Ｋ208ܕ

式に૬当し、５世ل前༿～中༿ࠒの資料である。࠷ऴஈ֊の布ཹ式ᙈと共伴する資料として஫目

される。20は、南東部の掘立柱建物跡周辺のਫ਼査中に出土したਢܙ器ുである。ࣰ༼産で、９世

。属する資料とみられる。21は、包含層中から出土した近世前期の丹೾মᎬുであるؼ前༿にل

22～29（第31・32図）は、２区から出土した。22・23は、土坑ＳＫ206から出土した。23は、中

央部から出土し、22はＳＫ206掘࣌࡟の西壁ਫ਼査中に出土した。22は、໻ੜ࣌代中期後半のᙈで

ある。口ԑ部は、୺部がං厚してఠみあげられ、ମ部֎面にタタΩ成形、下半にέζϦ調੔を行

う੉ށ内系のᙈである。23は、ᆵの下半部であり、֎面に丁ೡなϛΨΩを施す。24は、土坑ＳＫ

222から出土したಥଳをもͭᆵのᰍ部である。ࡉยではあるが、໻ੜ࣌代前期຤～中期ॳ಄の資

料とみられる。25は、南東区のਫ਼査中に出土したᆵの口ԑである。また26・27は、竪穴式住居跡

ＳＨ201から出土した。26はࠋの೺खで、27はഋ部֎面にࢗ穴ࠟを࢒す高ഋである。28・29は、
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第31図　出土遺物実測図（１）
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第32図　出土遺物実測図（２）
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包含層中から出土した。28は、高台をもͭਢܙ器ഋのఈ部で、ಸྑ࣌代後期の資料である。また

29はࢳ੾りఈをもͭਢܙ器ഋで平҆࣌代中期にؼ属する。

30～49（第32・33図）は、３区から出土した。30～36は、竪穴式住居跡ＳＨ316から出土した土

器で、30のখ形ᙈと33の器台は、住居চ面から出土した。おおよͦ໻ੜ࣌代後期中༿にؼ属する。

31の受口状口ԑᙈ、32の高ഋ口ԑ部および34のఈ部はಉ࣌期のものだが、ＳＨ316埋土には໻ੜ

代の竪穴式住居跡ＳＨ301のচ࣌系受口口ԑᙈ（36）も含まれている。37は、古෿ߐ代中期の近࣌

面௚下で検出した土坑ＳＫ302から出土した長ᰍᆵの口ԑ部である。໻ੜ࣌代後期後༿～຤にؼ

属する。38・39は、ಉじくＳＨ301の掘࡟中に出土した高ഋ（38）と受口状口ԑ （ു39）で、いͣれ

も໻ੜ࣌代後期後༿～຤の資料である。古෿࣌代中期の住居の構ங࣌に、37～39の࣌期の遺構を

えられる。40～44は、竪穴式住居跡ＳＨ301から出土した土器で、このうち高ഋ（42）ߟ平したと࡟

とখ形丸ఈᆵ（44）はচ面で出土したものである。42はഋ部֎面にࢗ穴ࠟをもͭ高ഋで、布ཹ３式

にؼ属し、おおよͦ古෿࣌代中期ॳ಄の資料である。40・41はᙈで、42は高ഋである。45～49は、

南丹市教育委員会によるࢼ掘区周辺の໻ੜ࣌代中期後半の土器包含層中から出土したものであ

る。46～48は、いわΏるੜۨ西࿢産の֯ર石を多く含Ή଻土をもͭ。47の޿口ᆵは、48のఈ部と

ಉҰݸମであるՄೳੑが高い。45・46はᆵ口ԑで、49は高ഋ٭部である。

50～82（第33・34図）は、４区から出土した。50～68は、土坑ＳＫ404から出土した土器である。

50は、口ԑ部に面をなす୹ᰍᆵである。52はݞ部に௚ઢ文とࢗಥ列఺文を施す近ߐ系土器の文様

系ේをҾくᆵである。53～58はᙈである。近ߐ系の受口口ԑᙈ（53・54）と、ແ文の受口状口ԑᙈ

（55・56）および、ʮくʯࣈ口ԑᙈ（57・58）がある。59は、口ԑ୺部がわͣかに立ち上がり、受口

状口ԑの影ڹを受けたとみられるുである。62～64はᙈおよびࠋのఈ部で、֎面ॎϋέを施すも

の（62・64）とـ内系のタタΩ成形を施すもの（63）がある。61は、ٖԜઢを口ԑ部に施すുないし

高ഋで、65～68は、高ഋのҰ部である。໻ੜ࣌代後期後༿の資料（65・66・68）の΄か、੄部にখ

ԁ形のಁかしを८らͤ、୺部を௓Ͷ上げる後期前半の高ഋ٭部（67）が含まれる。ＳＫ404の出土

土器は、後期後༿の土器を中心とするが、図化していない資料のなかに໻ੜ࣌代中期後半のԜઢ

文系土器なども包含する。69は、落ち込みＳＸ406から出土した布ཹ式ᙈの口ԑ部である。70は、

掘立柱建物跡ＳＢ403のＰ７から出土した土ࢣ器高ഋである。ഋ部֎面にࢗಥࠟをもͭタΠϓの

前༿とみられる。71は、竪穴式住居跡ＳＨل期はおおよͦ５世࣌、も৽しい様૬をࣔす資料で࠷

402から出土したࠋ೺खである。72～82は、炉跡ＳＸ407に෇ਵする落ち込みＳＸ410から出土した。

72は、ۄԑ状の口ԑ୺部をなすਢܙ器ᙈである。73はਢܙ器ᆁで、74は、ๅचͭまみをܽଛする

が、内面にฦりをもͭਢܙ器֖である。75～78はਢܙ器ഋＡで、75・77は、ఈ部はϔϥىこし後、

ະ調੔であるが、76・78は、立ち上がりの۶ۂがγϟーϓで、丁ೡにఈ部のϔϥέζϦを施す。

79は、高台をもͭᆵఈ部である。80～82は、土ࢣ器のᙈで、口ԑ部が大きく֎൓するʮくʯࣈ口

ԑをなし、֎面にૈいॎϋέを施す。

83～90（第34図）は、５区から出土した。このうち83～86は竪穴式住居跡ＳＨ504から出土した。

83はʮくʯࣈ口ԑをなす土ࢣ器ᙈで、口ԑ୺部を୹く֎方にҾき出す。85は୹く֎൓する口ԑを
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第33図　出土遺物実測図（３）
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なすখ形のᙈである。֎面はφσ調੔を施す。86はਢܙ器ഋで、ఈ部֎面にࢳ੾りがೝめられる。

88は、柱穴ＳＰ506から出土した東೻系のਢܙ器ുである。口28.3ܘcNを測る。11世ل後半～12

世لの所産とみられる。89の土਴は、ＳＸ505から出土した。Ұ部をܽଛするが、࢒ଘ長໿

3.5cN、厚さ1.5cNを測る。共伴資料に瓦器ࡉยを含み、平҆࣌代後期Ҏ߱の資料とਪఆされる。

90は、土坑ＳＫ502から出土した土ࢣ器খࡼで、口13.1ܘcNを測る。12世ل後半ࠒのものであΖう。

第34図　出土遺物実測図（４）
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91～96（第34図）は、６区で出土した。91は、竪穴式住居跡ＳＨ603から出土した布ཹ式ᙈである。

口16.8ܘcNを測る。֎面はૈいॎϋέを施す࠷ऴஈ֊のᙈで、５世ل前半の所産とみられる。

92・93は、ＳＨ603の下層で検出した土坑ＳＫ607からંりॏなり出土したുである。ຎ໣がஶし

いが、ബく࢓上げられ、֎面はϋέ調੔によるものとみられる。໻ੜ࣌代後期後༿の土器である。

94～96は瓦器࿶で、95は柱穴4Ｐ605から出土した。12世ل後半の資料とみられる。94・96は、包

含層中から出土したもので、94は13世ل前༿、96は13世ل中ࠒのものであΖう。

97～102（第34図）は、７区から出土した。97～100は、竪穴式住居跡ＳＨ701から出土した。

97・98は高ഋで、このうち97は୺面にٖԜઢを施す٢උ系高ഋである。丹೾地域ではॳ出の資料

であり、後期前༿の所産である。100は、໻ੜ࣌代中期຤の޿口ᆵ口ԑ部で、ࠞ ೖ資料とみられる。

101・102は、土坑703から出土したೄ文土器である。101のఈ部は、ೄ文࣌代後期～൩期の資料と

みられる。102はࡉยであるが、いわΏるੜۨ西࿢産の֯ર石を多く含Ή଻土をもͭ。

̎ʣమ੡඼

103（第34図）は、炉跡ＳＸ407から出土した。炉ఈで出土したもので、鉄חとみられる。࢒ଘ長

10.6cN、ਕ部෯2.3cNを測る。ਕ部、ج部のҰ部をંଛし、ંりฦしは֬ೝできない。

̏ʣੴ੡඼

104・105（第35-図）は、２区ＳＫ203において、Ұׅして出土したଠܕൎਕ石ිである。

104は、׬ଘ品である。ͣΜ͙りとした形状である。使用ଛ໣、あるいはંଛしたਕ部を࠶ੜ

したものであΖう。全長໿14.7cN、࠷大෯໿6.6cN、࠷大厚໿4.9cNを測る。ર྘ؠ製である。

"・#྆面は、ਕ部にかけて、丁ೡに研ຏ調੔が行われている。಄௖部は成形࣌のᏏଧࠟ跡が

ஶしく、研ຏ調੔は施されていない。ଆԑにも成形࣌のᏏଧࠟが多く࢒る。ਕ部には使用に伴っ

てੜじたとみられるṞ཭ࠟ跡がೝめられる。"・#྆面、྆ଆ面にೋ次తな使用ࠟが多਺ೝめら

れる。ઢ状のͭͿれが平行に࿈ଓして、あばた状のࠟ跡となったものである。104ではڱいൣғ

にೝめられたが、当֘例では޿いൣғにೝめられる。Ṟย石器加޻用台石としてあるいはᏏଧ۩

として用いられたものであΖう。

105は、器ମ半ばでંଛしたもので、ਕ部がࣦわれている。࢒長໿14.2cN、಄௖部෯໿５cN、

ંଛ部෯໿７cN、࠷大厚໿5.5cNを測る。ર྘ؠ製である。器表面は丁ೡに研ຏ調੔が施され、

ޫ୔をଳびている。಄௖部は研ຏされておらͣ、成形࣌のᏏଧࠟがͦのまま࢒されている。ંଛ

部位には、"・#྆面共に、ԣ໿５cN、ॎ໿３cNの௏൪Ṟ཭がೝめられる。これは、ਕ部ઌ୺

ଆからਨ௚なڧい力を受けたことによるもので、石ිの使用に伴うંଛ状況をࣔす資料としてڵ

ຯ深い。#面には、ೋ次తな使用ࠟ跡がೝめられる。ઢ状のͭͿれが平行に࿈ଓして、あばた状

のࠟ跡となったものである。ഁଛ後に、Ṟย石器加޻の用の台石としてస用されたՄೳੑがある。

106（第35図）は、３区北部下層溝から出土したᏏଧ成形ࠟ跡のあるԁ᛽である。全長໿10.6cN、

、製である。上半はંଛしてࣦわれている。成形ࠟはؠ࠭。大厚໿4.5cNを測る࠷、大෯໿9.7cN࠷

主に、"面にೝめられる。ࣗવ᛽面にରしてϋンϚーをਨ௚に構え、Ꮟଧし、᛽面をṞがす、い

わΏるϖッΩンάのख法である。"面ଆは、Ṟ཭が΄΅ྃ׬している。#面ଆは、ଆԑと下୺か
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第35図　出土遺物実測図（５）
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ら施された成形Ṟ཭がೝめられるҎ֎は、ະ調੔である。下୺部には、研ຏ調੔ࠟが施されてい

る。当֘資料は、"面のṞ཭が΄΅ྃ׬し、#面のṞ཭の४උとして施したଆԑにରするṞ཭成

形ஈ֊でંଛし、์غされたものであΖう。খܕຏ製石ිの石֩であΖう。

107（第35図）は、平҆࣌代後期の５区ＳＫ502から出土した౐石である。࠭ؠ製の౐石である。

形状は、平面が長方形で、断面が台形をఄする。౐面は、器ମ主࣠と平行して形成され、５面Ҏ

上ೝめられる。下୺とଆԑのҰ部がܽଛしている。࢒ଘ長໿16.5cN、࠷大෯໿11cNを測る。

108（第35図）は
３区の古෿࣌代中期の竪穴式住居跡ＳＨ301から出土した台石である。住居跡

の東۱でਾえ置かれた状ଶで検出された。台石は、長方形の൘状の࠭ؠをར用したもので、ະ加

なࣗવ面がみられ、Ұ部に、使用に伴うとみられる研ຏ、Ꮟଧがೝめられ׈である。表ཪに平޻

る。面のҰ方をఈ面とし、Ұ方を作業面としてར用したようである。法ྔは、長辺໿34cN、୹

辺໿22cN、࠷大厚໿８cNを測る。

̐ɽ·ͱΊ

代から中世にかけての多くの遺構࣌ճの調査では、大谷口遺跡の北部を中心に調査し、ೄ文ࠓ

を検出した。主な検出遺構は、ೄ文࣌代後期～൩期の土坑１ج、໻ੜ࣌代中期の土壙群、ಉ後期

の竪穴式住居跡１ج、古෿࣌代中期の竪穴式住居跡６ج・掘立柱建物跡１౩、ඈௗ࣌代の炉跡１

。代にかけての掘立柱建物跡である࣌૔ח～およびಸྑ、ج

ೄ文࣌代の遺構は、遺跡北西部の７区で検出した。この周辺では、南丹市教育委員会による平

成16年度の調査において、ೄ文࣌代後期後半とਪఆされる溝΍土器が検出されていたが、ࠓճの

調査でもೄ文࣌代後期後半～൩期とਪఆされる土坑１جを検出した。ೄ文土器は３区の調査でも

包含層中からখยが出土し、遺跡の޿いൣғに分布している。

໻ੜ࣌代の遺構は、遺跡の各調査区で֬ೝされた。２区では、໻ੜ࣌代前期຤～中期ॳ಄とਪ

ఆされる遺構はখ土坑を検出した。また໻ੜ࣌代中期の遺構としては、１区の方形土坑、２区の

水場に形成されたとみられる中期後半の土器が出土したԁ形土坑΍、ຏ製石ි２఺が出土したପ

ԁ形土坑がある。さらに、３区では土器׹を埋ೲしたとみられる土壙΍、໻ੜ࣌代中期とਪఆさ

れる土壙群を検出した。໻ੜ࣌代中期の遺物は、遺跡南西の５・６区Ҏ֎の各調査区で出土して

いる。この࣌期の亀岡ຍ地北部のڌ఺త集落は、大谷口遺跡から南へ1.5LNの池上遺跡であるが、

໛な集落域΍活ಈ域がల։ن఺త集落の周ԑ部である山࿢部において、খڌճの調査によってࠓ

することが൑໌した。

໻ੜ࣌代後期の遺構は、７区で後期前༿とਪఆされる竪穴式住居跡のҰ部を検出し、３区で後

期中༿の竪穴式住居跡１جを検出した。後期前半期の住居跡は、これまで亀岡ຍ地内でも΄とΜ

ど֬ೝされていなかったが、大谷口遺跡周辺の山࿢部では、東にྡ઀する諸畑遺跡にも検出例が

あり、ຍ地北୺の山࿢部に後期前半の住居が఺在することが໌らかとなった。Ұ方、໻ੜ࣌代後

期後༿～຤の遺構は、遺跡北部の２区΍、遺跡中央部の４区、さらに西部の６区でখ土坑を検出

した。໻ੜ࣌代後期後༿～຤ࠒの土器は、各調査区の包含層中に含まれている。໻ੜ࣌代後期の
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第36図　調査区遺構変遷図
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住居跡は、諸畑遺跡΍野৚遺跡南部でもমࣦ住居などの検出例があり、野৚遺跡から北部の山੄

部にかけて、池上遺跡の立地する中期の集落域よりも΍΍標高の高い地఺を中心に後期の集落域

が޿がるとみられる。

ྺ史࣌代の遺構は、ඈௗ࣌代の炉跡をはじめ、ಸྑ࣌代຤～ח૔࣌代にかけての掘立柱建物跡

΍柱穴群を検出した。ඈௗ࣌代の遺構は、これまで周辺遺跡でも΄とΜど検出されていない。ま

た、掘立柱建物跡は࣌期を֬ఆできるものがগないが、平҆࣌代後期～ח૔࣌代にかけてのもの

が多いとみられ、野৚遺跡のಉ࣌期の集落との関係が஫目されるとこΖである。

いൣғで֬ೝしたことであ޿代中期の住居跡を࣌も大きな成Ռは、古෿࠷、ճの調査の中でࠓ

Ζう。中期の竪穴式住居跡は、北部の１・２区で３جの竪穴式住居跡を検出し、東部の３・４区

では２جの竪穴式住居跡と１౩の掘立柱建物跡を、また西部の５区でも１جの竪穴式住居跡を検

出した。いͣれも出土した土器から、古෿࣌代中期前半の住居跡であることが൑໌している。な

かでも஫目されるのは、４区で掘立柱建物跡１౩が֬ೝされたことで、この周辺が集落の中心త

第37図　大谷口遺跡・諸畑遺跡調査区位置図
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な地区であることをӐわͤるものである。５世لॳ಄～中༿ࠒの住居跡は、近年、周辺遺跡で調

査例が૿加し、ྡ઀する諸畑遺跡では近ـ地方でも࠷古ஈ֊のಋೖ期竈を෇設する住居跡が検出

され、大いに஫目を集めた。ࠓճ検出した住居跡も、１区のＳＨ101と４区のＳＨ401は、いͣれ

も５世ل前半～中ࠒのಋೖ期の竈をもͭ住居跡である。ͦのなかでもಛに஫目されるのはＳＨ

101の竈の構଄であり、ขき口に௚方ମの立石を配するものである。竈のขき口に立石΍ʮϋʯ

を配置する事例は、諸畑遺跡΍池上遺跡΄か、大ԃ川上流域にあたる೔٢町ఱए遺跡ࡐ状に石ࣈ

でも検出されている。ఱए遺跡では、後期の竈に௚方ମの立石をもͭタΠϓがෳ਺֬ೝされ、ࠓ

ճの事例はͦのॳ現తな形ଶとなるものとみられる。諸畑遺跡と大谷口遺跡は、খඌࠜ状をఄす

るఱ井川となっていた官山川に分断されているが、地形తには࿈ଓするٰྕ੄部の؇΍かなࣼ܏

地にあり、໻ੜ～古෿࣌代の遺構群が官山川のج部にもみられることから、本དྷはಉҰの集落域

としてଊえることができるものである（第37図）。平成14年度に本֨化した΄場੔උと府ಓ建設事

業に伴う調査によって、西部の室橋遺跡でも５世ل前半期のಋೖ期竈をもͭ住居跡が検出され、

代中期前半にઌਐ࣌期の住居群が検出されたことにより、古෿࣌ճの大谷口遺跡の調査でもಉࠓ

తなٕ術をもͭ地域集団が亀岡ຍ地北࿢の޿いൣғで集落域を形成したことが໌らかとなった。

５世ل前半のこうした৽たな։発をਐめた地域੎力が台಄するഎ景ͭいて、亀岡市๥主௩古෿΍

八木町৓谷口古෿群などຍ地北部の古෿群のಈ޲とあわͤ、ࠓ後、検౼してΏくඞ要があΖう。

஫１　調査にあたって、޿島大学文学部।教त野島Ӭ࣎、ࢯլݝ教育委員会大ಓ࿨人ࢯに、４区炉跡49407

の構଄౳にͭいてご教ࣔをಘた。調査参加者はҎ下のとおりである（ॱෆಉ）

- ・দ本୓・෱本正٢・࣏正・ຑ田஧੖・୐間文߃෉・ਿ山խ೭・দ本හ子・ּ࿘ࠤ੉ҏ޿һɿۀ࡞

ॱ子・平井ඒొཬ・平井ٛ次・国府京子・໼木正代・஛井ඒ௡子・中川ஐ子・෰部ྑ඙・໌田᧼ࡾ

としࢬ・川উ෢・ઙ田文雄

- ௐࠪิॿһɿ石࡚ࠤӫ子・ᅳ府ܙར・ኍ੉ܚయ・ࡈ౻文඙・দ井大༟・҆井ӯհ・長԰ཬඒ・ਗ਼水߳๖・

ӽஐ大作・岸本խಸ・大西ྒྷ・ીࠜ༝ས

- ੔ཧһɿ஡Ԃ໼ᆹ子・ਗ਼水༑Ղ子・石࡚ࠤӫ子・෱島厚子・近ᖒ෌ඒ代・খ間޺ඒ・野中׬थ

஫２　土坑ＳＫ703から出土した୸化物の์ࣹੑ୸ૉ年代測ఆを（ג）加଎器年代研究所に依頼した。出土ࢼ

料の14$年代は2670ʶ30ZS#1であり、ೄ文࣌代൩期中༿ࠒに૬当する年代஋となっている。

参ߟ文ݙ

谷口ఌ『町内遺跡発掘調査報告書　大谷口古෿１߸෿・大谷口古෿２߸෿』（八木町教育委員会）-2005

௰݈ೋ࿠『大谷口遺跡第２次発掘調査報告書』（南丹市教育委員会）　2008

௰݈ೋ࿠『南丹市内遺跡発掘調査報告書　平成20年度大谷口遺跡第３次』（南丹市教育委員会）　2009

ಸྑ康正ʮ大谷口遺跡第４次調査ʯ（『京都府埋蔵文化財調査報告書』平成20年度　京都府教育委員会）

　2009

෱島޹行ʮ諸畑遺跡第４次ʯ（『京都府遺跡調査֓報』第119࡭　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）

　2006

財）京都府埋蔵文化財調査研究センター　1994　࡭第20『ఱए遺跡　京都府遺跡調査報告書』تത޷ࡾ
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２.蔵垣内遺跡第12次発掘調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

ճの発掘調査は、主要地方ಓ亀岡Ԃ部ઢの建設に伴い、平成20年度に京都府建設交通部の依ࠓ

頼を受けて実施したものである。主要地方ಓ亀岡Ԃ部ઢの建設に伴う発掘調査としては、平成19

年度にҾきଓき、ࠓճが２年目にあたる。平成19年度の調査成Ռにͭいてはすでに報告している

とこΖである
ㅭ㉅１ㅮ

。

蔵垣内遺跡は、京都府亀岡市千歳町国分正田・内垣内・西垣内・藪ノ本΄かに所在する。蔵垣

内遺跡では平成14年度から平成18年度にかけて、国Ӧ農地࠶編੔උ事業に伴うൣғ内༰֬ೝ調査

ならびに発掘調査を実施しており、ೄ文࣌代から中世にࢸる大ن໛なෳ߹遺跡であることが໌ら

かになっている。また、遺跡の北西部には古෿࣌代後期後半からඈௗ࣌代中ࠒにかけてங଄され

た国分古෿群がॏෳしていることも໌らかにされている。

発掘調査は、当調査研究センター調査第２課第１係長খ池׮、調査第１課資料係長田代弘、調

査第２課第３係調査員筒井崇史が担当した。

調査期間は、平成20年11月４೔から平成21

年２月24೔までである。調査面ੵは1
830ᶷ

である。本報告は田代・筒井が執筆し、各

߲の຤ඌに文੹を記した。

調査期間中は、京都府教育委員会・亀岡

市教育委員会・亀岡市千歳町࣏ࣗ会をはじ

めとする関係諸機関からご教ࣔ、ご協力を

いただいた。また、発掘調査および੔理作

業には多くの調査ิॿ員・੔理員・作業員

の方々に参加いただいた
ㅭ㉅２ㅮ

。

なお、調査に係る経費は、京都府建設交

通部が全ֹ負担した。

　

̎ɽ遺跡ͷཱ஍ͱ͜Ε·Ͱͷௐࠪ੒Ռ

蔵垣内遺跡の所在する亀岡市は、周ғを

の山地にғまれたຍ地地形をڃ600̼～200

ఄしている。ͦの中央をܡ川が北西から南

東に޲かって流れ、京都ຍ地にࢸる。ܡ川
第１図　調査地位置図および周辺主要遺跡分布図

（国土地理院　1�50
000　京都西北部）
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の྆岸にはՏ川にԊって௿位ஈٰが޿がる。蔵垣内遺跡はܡ川の東岸の௿位ஈٰ上に位置し、എ

後にはڇদ山の੄がഭる。ܡ川東岸地域は、ここ਺年ଓいた国Ӧ農地࠶編੔උ事業に伴う発掘調

査によって、多くの遺跡の内༰が໌らかになりͭͭあり、蔵垣内遺跡も例֎ではない。Ҏ下では、

蔵垣内遺跡の調査成Ռにͭいて֓؍する。

ೄ文࣌代では、遺跡の南部でૣ期のԡܕ文土器が出土している。周辺ではं௩遺跡でೄ文࣌代

後期のೄ文土器と石器が多く出土した。໻ੜ࣌代では、遺跡の南部で中期の溝΍土器ุ׹などが

検出されている。溝は方形周溝ุの溝とߟえられる。ಉ࣌期の方形周溝ุとしては池৲遺跡΍࣌

௩遺跡で検出されている。また、遺跡の北部では後期の竪穴式住居跡などが検出されている。古

෿࣌代では、遺跡の中央部から南部にかけて、前期の竪穴式住居跡が多਺検出された。しかし中

期から後期にかけての集落のࠟ跡はೝめられͣ、後期຤からඈௗ࣌代にかけての竪穴式住居跡が

遺跡の南部を中心に検出されている。この集落にซ行して、遺跡の北西部に国分古෿群がங଄さ

れる。ಸྑ࣌代になると、遺跡の中央部から南部にかけて掘立柱建物跡が多਺検出されている。

このうち、遺跡の南୺に近い調査区では正方位の建物跡を検出している。中ࠒには遺跡にྡ઀す

るஈٰԑ辺部に丹೾国分ࣉが଄Ӧされるが、ͦれҎ߱の遺構・遺物の検出例はݮগする。しかし、

中世になると、遺跡内各所で掘立柱建物跡΍土坑などが検出され、中世後期には丹೾国分ࣉに関

࿈する遺構なども検出された。

�ɽௐࠪͷܦա

調査ର৅地は、亀岡市千歳町国分地内を南北にॎ断する෯８N、૯Ԇ長1900Nのൣғである。

調査ର৅地周辺は、ઌड़のように国Ӧ農地࠶編੔උ事業に伴って、大ن໛な発掘調査を実施して

おり、৽設される主要地方ಓ亀岡Ԃ部ઢはこの国Ӧ農地੔උ地をॎ断するようにܭըされた。

調査の実施に当たっては、ศٓ上、調査ର৅地を南から北へＡから̣までの地区に分け、਺ճ

に分けて調査を行った地区にͭいてはࢬ൪߸で調査区をࡉ分した（第２図）。なお、調査前には、

国Ӧ農地࠶編੔උ事業に伴う޻事用ಓ路として、１～1.5̼の੝り土が行われていた。

平成19年度の調査はＡ・Ｄ・Ｅ・(の各地区の調査を行い、ೄ文࣌代からಸྑ࣌代および中世

の遺構・遺物を検出した。調査区の設ఆの関係上、Ｄ地区とＥ地区にͭいては平成20年度にもҾ

きଓき調査を実施することになった。

平成20年度は、%・Ｅ・Ｈ・*の各地区の調査を実施した。このうち、Ｉ地区にͭいては北と

南の２調査区に分けて実施した。調査は、平成20年11月４೔にＨ地区のॏ機掘࡟から։࢝した。

ཌ11月５೔からは人力によるਫ਼査、遺構の掘࡟、検出遺構の記録作業を։࢝した。Ｈ地区にҾき

ଓき、Ｄ２・Ｅ２地区のॏ機掘࡟を行った。ॏ機掘࡟後、人力によるਫ਼査と遺構掘࡟を行い、検

出遺構の記録作業を行った。Ｄ２・Ｅ２地区にͭいては平成20年12月17೔にϥδίンϔϦίϓタ

ーによるۭ中写真撮影を行った。ͦの後、एׯのิ଍の調査と記録作業を行った。Ｉ地区は、平

成20年12月１೔から北調査区のॏ機掘࡟を։࢝し、Ҿきଓき南調査区のॏ機掘࡟も行った。人力

による作業はＤ２・Ｅ２地区の作業がおおΉͶऴྃした後に、ணखした。Ｉ地区にͭいては平成
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21年２月13೔にϥδίンϔϦίϓ

ターによるۭ中写真撮影を行っ

た。また、調査ऴྃ間近の平成21

年２月20೔に関係者આ໌会を行

い、平成20年２月24೔にす΂ての

作業をऴྃした。

̐ɽݕग़遺ߏ

̍ʣ̙ ̎஍ （۠第３図右下）

年度に調査を行ったＤ１地区ࡢ

の東ଆに設ఆした調査区である。

༨の部分でもあ࢒年度調査分のࡢ

り、෯は４Nにݶられる。調査区

の全長は25Nである。検出遺構と

しては、土坑΍柱穴などがある。

土坑は５جを検出したが、調査

ൣғがݶられたことから、全ମの

形状΍遺構のੑ֨が分かるものは

গない。土坑ＳＫ168・169・170

などから多਺の土器が出土した

（第６図７～17）。

柱穴は50جҎ上を検出した。柱

穴にはҰ辺が0.4～1.1̼、深さ10

～30cNの方形のものと、௚0.2ܘ

～0.6̼、深さ10～30cNのԁ形の

ものとがある。ただ、建物΍ࡤと

してまとまるものは֬ೝできなか

った。また、Ｄ１地区検出の柱穴

と૊み߹うՄೳੑのものもみられ

たが、建物などとしてまとまるものはೝめられなかった。柱穴ＳＰ114・115・126・166などから

土器が出土した（第６図１～６）。

また、Ｄ２地区の北半部には遺物包含層が໌ྎにೝめられ、多਺の土器が出土した（第６図18

～39）。柱穴΍土坑から出土する遺物は、ඈௗ࣌代からಸྑ࣌代にかけてのものであるが、遺物

包含層からは古෿࣌代΍平҆࣌代のものもみられる。

̎ʣ̚ ̎஍ （۠第３図左）

第２図　調査区配置図
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Ｄ２地区とಉ様に、ࡢ年度調査を行ったＥ１地区の東ଆに設ఆした調査区でる。調査区の大き

さは全長76̼、෯４Nである。検出した遺構としては、柱穴΍土坑、溝などがある。ただ、調査

区がڱいことなどから建物として

のまとまり΍、全༰のෆ໌֬なも

のが多い。また、出土遺物がগな

いため、遺構は࣌期ෆ໌のものが

多い。

土坑は４ج΄どを検出したが、

遺構のੑ֨などはෆ໌である。ま

た、出土遺物も΄とΜどない。

柱穴はখن໛なものも含めて100

Ҏ上を検出したが、大半はԁ形ج

の柱穴である。௚0.6̼～0.2ܘ、深

さ10～20cNのものが多い。遺物の

出土した柱穴はগなく、柱穴ＳＰ

11・13・30などにݶられる（第７図

40～43）。

調査区南୺෇近では遺物包含層

が厚くଯੵしており、փᬵಃ器΍

྘ᬵಃ器を含Ή多਺の遺物が出土

した（第７図46～58）。໻ੜ࣌代΍

古෿࣌代、ಸྑ࣌代の遺物もある

が、平҆࣌代の遺物が多い。また、

ೄ文土器のഁยも出土した（第７図

44・45）。この遺物包含層はＤ２地

区からଓくものであり、ࡢ年度の

調査成Ռと߹わͤると、Ｄ地区か

らＥ地区の南୺にかけて、ඈௗ・

ಸྑ࣌代の遺構が޿がっていたと

൑断される。また、ೄ文࣌代ૣ期

の遺物も΄΅ಉҰ地఺で出土して

いることからͦの޿がりが஫ҙさ

れる。

̏ʣ̝ ஍ （۠第３図右上）

年度調査を行った̜地区の北第３図　Ｄ２・Ｅ２・Ｈ地区遺構配置図ࡢ
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ଆに位置する。東西にԣ੾る農ಓとの交ࠩ఺部分に当た

るため、集中తに調査を実施し、Ｉ地区のॏ機掘࡟土で

埋め໭した。調査区の大きさは全長20N、෯８̼の調査

区である。検出した遺構としては柱穴΍土坑などがある。

遺構の࢒ଘ状況はྑ޷とはいえͣ、出土した遺物もগな

い（第７図59～65）。検出した遺構の࣌期はおおΉͶ中世

とࢥわれるが、֧ཚ΍遺構からಸྑ࣌代のਢܙ器΍瓦が

出土しており、෇近にಸྑ࣌代の遺構がଘ在したՄೳੑ

もある。

̐ʣ̞ ஍۠ೆௐࠪ （۠第４図）

Ｈ地区の北ଆに設ఆした調査区である。྆調査区の間

に埋設؅があるため、྆者をͭないで調査することはで

きなかった。調査区の大きさは全長88̼、෯８̼である。

検出した遺構としては土坑΍柱穴、溝、石垣状遺構、஁

໶炉などがある。

ੴ֞状遺̨̭ߏ���　調査区の中央、΍΍北دりを、

おおΉͶ南北方޲にԆびる列石で、北୺で西に޲かって

௚֯にંれる。検出長は7.3̼である。列石の高さは࠷大

で0.4̼である。Ұ辺30～40cNఔ度の֯᛽をੵみ上げる

が、ཚࡶであることから石垣ͦのものではなく、ૅج部

分か、ଞの用్の遺構とߟえられる。᛽をਾえるための

෯໿１N、深さ15～30cNఔ度の溝を掘る。溝の北୺は長

さ2.2̼、深さ1.5̼ఔ度の土坑状をఄする。ਾえ෇けのた

めの溝からएׯの遺物が出土した（第８図83～90）

上記の石垣状遺構の΄΅Ԇ長上で検出し　���̨̙ߔ

た。方位は΄΅ಉҰである。検出長7.5N、෯0.5N、深さ

20cN前後である。溝に20～40cNఔ度の֯᛽がແ଄作に

配されたような状況で検出した。溝からはൺֱత多਺の

遺物が出土した（第８図74～82）。

調査区の南半で検出した調査区を東西に　��1̨̙ߔ

ԣ੾る溝である。調査前の水田畦൞とはҟなる方ੑ޲を

ち、出土遺物などから中世ஈ֊の区ը溝などになるՄ࣋

ೳੑがある。なお、௚上には厚さ20cNఔ度の᛽層が厚く、

また΍΍޿いൣғにଯੵしていた（第４図໢఺のൣғ）。

溝΍区ըを᛽で埋め立てたような例は、国Ӧ農地࠶編੔ 第４図　Ｉ地区（南調査区）遺構配置図



京都府遺跡調査報告集　第 øûø ࡭

-ûý-

උ事業に伴う第４次調査のࡍに検出例がある
ㅭ㉅３ㅮ

。

ப݀܈　柱穴は200ج近くを検出したが、大半はԁ形の柱穴である。௚0.5̼～0.2ܘ、深さ15～

30cNのものが多い。ただ、建物΍ࡤとしてまとまるものは֬ೝできなかった。柱穴ＳＰ05は୯

ಠの柱穴であるが、土ࢣ器ࡼ・ഋが埋ೲされたような状況で出土した。遺物の出土した柱穴とし

てはＳＰ05・12・35・60・100・101・103・122・137・140・183などがある（第８図93～105）。

౔܈޵　土坑は15جҎ上を検出したが、後ड़するＳＫ87・150をআいてͦのੑ֨౳はෆ໌なも

のが多い。ＳＫ87・150は、࣌期は໌らかでないが、ؕ穴のՄೳੑがあるものとして΍΍ৄしく

報告する。遺物の出土した土坑としてはＳＫ10・79・80・126・223・231などがある（第８図66～

73・106～108）。

（筒井崇史）

౔8̨̠޵�　東西に主࣠をもͭ長方形の土坑である。調査トϨンν西壁に઀して部分తに検

出した。長࣠2.1̼Ҏ上、୹࣠໿1.6̼、深さ0.5̼である。壁面は、南壁、東壁をਨ௚に、北壁を

ࣼめに੔形している。長辺のҰ辺をࣼめに作り、ఈ面ੵをڱく掘り込Ή఺が後ड़するＳＫ150と

。৭土がࠞじる׊৭土を主ମとし、上部に੺ࠇ、する。埋土はࣅྨ

౔1̨̠޵��　南北に主࣠をもͭ長方形の土坑である。長さ໿２̼、෯は北୺と中央で໿１̼、

南୺で໿0.8̼である。深さは໿45cNである。北壁・東壁・南壁はਨ௚に、西壁はࣼめに੔形さ

れている。ఈ面は、΍΍Ԝತがある。中央で、௚ܘ໿0.2̼、深さ໿６cNのピット１ݸを検出した。

埋土は、ࠇ৭土を主ମとし、Ұ部に҉ԫ৭೪࣭土がࠞじる。

஁໶࿍跡　௚ܘ໿28cNの؀状のম土である。ম土の中央が࿶状に丸く掘られており、ఈ部に

গྔの鉄ᕥが遺ଘしていた。炉ఈのみが遺ଘしたものとߟえられる。炉ఈの平面形は、長࣠

14cN、୹࣠12.6cNのପԁ形で、深さは໿７cNである。地山を掘りԜめて作られている。炉ఈᕥ

はࣦわれており、҉੨փ৭೪土で埋຅していた。҉੨փ৭೪土のҰ部を࠾औしてચড়したが、ඍ

ྔのᕥをೝめたのみで、஁଄Ṟย΍౬ۄなどを検出することはできなかった。

ম土は、炉ఈを中心として෯໿７cNの෯で८り、南ଆのҰ୺が։口するʮＣʯࣈ形をしている。

このম土は、地山がඃ೤して੺৭化したものである。したがって、炉壁は、ԁ筒形で７cNҎ上

の厚みをもͭものであったことがわかる。։口部は、ؐݩしたփ৭で、෯が໿６cNである。こ

の場所にϑΠΰӋ口が設置されていたとਪ測される。

（田代　弘）

̑ʣ̞ ஍۠๺ௐࠪ （۠第５図）

Ｉ地区南調査区の北ଆ໿40̼に設ఆした調査区である。྆調査区の間が農ಓとの交ࠩ఺に当た

るため、平成21年度に調査を実施している。調査区の大きさは全長70̼、෯８̼である。検出し

た遺構としては土器溜まり΍土坑、柱穴、溝などがある。

౔ཷث·Γ　調査区の北୺で検出した土ࢣ器ࡼ・ഋ・࿶・ᙈ、瓦器࿶・ࡼなどを中心に、༌ೖ

ಃ࣓器などが大きく６か所ఔ度のまとまりをもって検出された（Ａ～Ｆ群、写真図版第６・７）。

遺物のまとまりとしては、ԁ形にまとまるもの（Ｃ群）、௚ઢ状にฒͿもの（Ａ・#群）、޿いൣғ
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に土器が集中するもの（Ｄ群）などがある。いͣれの土器溜

まりも掘形を֬ೝすることができなかったことから、԰֎

に土器をまとめておいたのではないかとਪఆされる。また、

土器の周辺に関࿈する建物などがଘ在するՄೳੑもߟえら

れたが、柱穴の਺が多く、ந出することはできなかった。

さらに、これらの土器群をऔり上げた後もͦの下層から多

਺の柱穴が検出された。

調査中にೝࣝしたまとまりが、Կらかの行ҝの１୯位で

あるかどうかは໌らかにできなかった。しかし、出土状況

からҰׅੑの高いҰ群であることは໌らかで、Մೳなݶり

図ࣔし報告することとした（第９図120～第11図243）。࣌期

としては中世前半、11世ل後半～12世ل代とߟえられる。

調査区の北部、トϨンν東壁に઀して部分　��6̨̙ߔ

తに検出した。水田の଄成に伴って南ଆは大きく࡟られて

いるようである。検出長4.5̼、෯1.5̼Ҏ上、深さ0.3̼前後

を測る。古෿࣌代のਢܙ器高ഋが出土しており（第13図

336）、国分古෿群を構成した古෿の周溝のՄೳੑもあるが、

。ճの調査では古෿の௃ީをはೝめられなかったࠓ

ப݀܈　柱穴は350جҎ上を検出したが、大半はԁ形の柱

穴である。௚0.5̼～0.2ܘ、深さ10～20cNのものが多い。

ただ、建物΍ࡤとしてまとまるものは֬ೝできなかった。

遺物の出土した柱穴としては、柱穴ＳＰ09・15・32・40・

45・232・236・250・252・257・265・270・276・280・

281・284・285・289・296・297・313・330・334・335・

337・356・359・362・371・396・397・398・399・404・

421・427・434・437・354などがある（第12図244～第13図

325）。

౔܈޵　土坑は10جҎ上を検出したが、後ड़するＳＫ74

をআいてͦのੑ֨౳はෆ໌なものが多い。ＳＫ74は、࣌期

は໌らかでないが、ؕ穴のՄೳੑがあるものである。遺物

の出土した土坑としてはＳＫ130・320・379・380・413・426などがある（第13図326～335・340・

341・343～346）。

（筒井崇史）

౔̨̠޵��　南北主࣠の۱丸方形の土坑である。ن໛は、長࣠໿2.1̼、୹࣠໿0.96̼、深さ

໿0.46̼である。壁面、ఈ面は丁ೡに成形している。ఈ面は平ୱに作られ、௚10～５ܘcN、深さ

第５図　Ｉ地区（北調査区）遺構配置図
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10cN前後のピットがෳ਺ೝめられた。杭状のٯໜ木のࠟ跡とみられる。埋土は、ࠇ৭土が主ମ

であり、Ұ部にԫ৭土ϒϩッΫがগྔみとめられる。

（田代　弘）

̑ɽग़౔遺෺

̍ʣ౔ثɾנ

ʢ1ʣ̙ ʵ̎஍ （۠第６図１～39）　１は柱穴ＳＰ126出土のਢܙ器ഋＢ֖である
ㅭ㉅４ㅮ

。２・３はＳＰ

115出土のਢܙ器ഋＢ֖とᆵのఈ部である。４・５はＳＰ166出土のਢܙ器ഋＢ֖の口ԑ部である。

６はＳＰ144出土の製Ԙ土器である。７は土坑ＳＫ170出土のਢܙ器ഋ̜である。８・９はＳＫ

171出土のਢܙ器ഋ̜とഋＡである。10～12はＳＫ168から出土した。10はਢܙ器ഋＢ֖、11はਢ

器ഋで、ࣼ์ࣹ҉文がみられる。13～17はＳＫ169から出土した。13ࢣ器ഋＡである。12は土ܙ

は土ࢣ器ഋである。14～17はਢܙ器で、14はഋＢ、15はഋ̜もしくはഋＡ、16・17はഋＡである。

18～39は遺物包含層から出土したものである。18は土ࢣ器ᆵの口ԑとࢥわれ、口ԑ୺部内面が

ං厚する。19は土ࢣ器ുであΖうか。18・19は古෿࣌代のものとࢥわれる。20～30はਢܙ器であ

る。20・21は口ԑ部内面にかえりを༗するഋＢ֖である。どちらもඈௗ࣌代のものである。22～

28はഋもしくはഋＢである。いͣれもಸྑ࣌代のものとࢥわれる。29はఏළもしくは長ᰍᆵの口

ԑ部とࢥわれる。古෿࣌代後期ないしඈௗ࣌代のものであΖう。30はఙ٭ԁ面ݛのഁยである。

ఙ٭はいͣれもṞ཭して࢒ଘしない。ಸྑ࣌代のものである。31～35は土ࢣ器で、31～33はᙈ、

34・35はುである。いͣれもඈௗ～ಸྑ࣌代のものとࢥわれる。36は྘ᬵಃ器ഋないし࿶のഁย

である。37はʮてʯࣈ状口ԑをఄする土ࢣ器ࡼである。38・39はਢܙ器ഋないし࿶である。36～

39は平҆࣌代のものである。

ʢ�ʣ̚ ʵ̎஍ （۠第７図40～58）　40は柱穴ＳＰ13出土のਢܙ器ഋＢ֖である。41はＳＰ30出土

の྘ᬵಃ器࿶のഁยである。42・43はＳＰ11出土で、42は土ࢣ器43、ࡼはਢܙ器࿶である。44～

58は遺物包含層出土のものである。44・45はೄ文࣌代ૣ期のԡܕ文土器のഁยである。46は໻ੜ

土器ᙈのఈ部、47は古෿ないしඈௗ࣌代のਢܙ器高ഋ٭部とࢥわれる。48・49はਢܙ器ഋＢのఈ

部で、ಸྑ࣌代のものである。50はփᬵಃ器࿶、51は྘ᬵಃ器࿶、52～55はਢܙ器࿶、56はࠇ৭

土器࿶、57は土ࢣ器58、ࡼは土ࢣ器Ӌזである。いͣれも平҆࣌代のものとࢥわれる。

ʢ�ʣ̝ ஍ （۠第７図59～65）　59・60はਢܙ器ഋＢのఈ部であるが、中世Ҏ߱の遺構にࠞೖして

出土した。61～63は土坑ＳＫ01出土の土ࢣ器ࡼもしくはഋである。64はＳＫ22出土の土ࢣ器ࡼで

ある。65は平瓦であるが、中世Ҏ߱の遺構にࠞೖして出土した。ತ面にೄタタΩࠟ跡、Ԝ面に布

目がみられる。ಸྑ࣌代のものであΖう。

ʢ�ʣ̞ ஍۠ೆௐࠪ （۠第８図66～119）　66は土坑ＳＫ79出土の土ࢣ器ࡼである。67・68はＳＫ

80から出土したもので、67は土ࢣ器68、ࡼはന࣓のఈ部である。69・72・73はＳＫ10から出土し

たもので、69は土ࢣ器72、ࡼは瓦࣭土器のു、73は੨࣓࿶である。70はＳＫ231出土の土ࢣ器ࡼ

である。71はＳＫ223出土の੨࣓࿶である。74～82は溝ＳＤ222から出土した。74～76は土ࢣ器ࡼ

ないしഋ、77～79は土ࢣ器80、ࡼは੨࣓࿶、81はਢܙ器ᙈである。82は古੉ށのՐുであΖうか。
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第６図　Ｄ２地区出土遺物実測図
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83～90は石垣状遺構ＳＸ225出土である。83～88は土ࢣ器89、ࡼはਢܙ器ു、90は土ࢣ器ᙈである。

91・92は溝ＳＤ127出土で、91は土ࢣ器92、ࡼはඋ前ম੆りുである。

93～103は土ࢣ器ࡼないしഋである。93～96は柱穴ＳＰ05、97はＳＰ12出土、98はＳＰ35、99

はＳＰ60、100はＳＰ122、101はＳＰ140、102はＳＰ137、103はＳＰ183出土である。104はＳＰ

101出土の੨࣓࿶、105はＳＰ103出土の੨࣓࿶である。106～108はＳＫ126の᛽層から出土したも

ので、106はന࣓࿶のఈ部、107・108は੨࣓࿶のఈ部である。

109～119は遺物包含層出土のものである。109～115は土ࢣ器116、ࡼは੨࣓࿶のఈ部、117はന

࣓࿶のఈ部、118はখܕのന࣓࿶である。119はඋ前ম੆りുである。

Ҏ上のＩ地区（南調査区）で出土した土器ྨはおおΉͶ中世後半（15～16世ل）とࢥわれる。

ʢ�ʣ̞ ஍۠๺ௐࠪ （۠第９図120～第14図392）　120～141は土器溜まりＡ群から出土したもので

ある。120・121は大ܕの土ࢣ器ࡼである。122～135は土ࢣ器ࡼで、口ԑ部がʮてʯࣈ状をఄする

もの、丸く収めるもの、֎൓ؾຯをఄするものなどがある。136～140は瓦器࿶である。141は山

஡࿸のఈ部である。

142～147は土器溜まりＢ群から出土したものである。142・143は土ࢣ器ࡼである。144・145は

第７図　Ｅ２・Ｈ地区出土遺物実測図



蔵垣内遺跡第 12 次発掘調査報告

-üø-

第８図　Ｉ地区（南調査区）出土遺物実測図
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瓦器࿶である。146・147は瓦器ࡼである。

148～190は土器溜まりＣ群から出土したものである。148～152は土ࢣ器࿶である。いͣれもճ

స台を使用したもので、148はఈ部֎面にࢳ੾りࠟが࢒る。153～155は大ܕの土ࢣ器ࡼである。

156～181はখܕの土ࢣ器ࡼである。156～171は口ԑ部がʮてʯࣈ状ないし、ͦ のୀ化形ଶをఄし、

୺部をͭまみ上げؾຯにするものが多い。175～179はճస台を使用したࡼで、ఈ部֎面にࢳ੾り

ࠟが࢒る。平ఈにࣼめ上֎方にԆびる口ԑ部からなる。180・181は平高台状のఈ部を༗するճస

台成形のࡼで、ఈ部֎面にࢳ੾りࠟが࢒る。182～185は瓦器࿶である。いͣれも口ԑ୺部内面に

௜ઢを༗する。183は΍΍内࿷度のڧいݸମである。186・187は瓦器ࡼである。188はന࣓࿶であ

る。189は土ࢣ器ᙈ、190は土ࢣ器ುである。189はෆ໌であるが、190はಸྑ࣌代のものであるՄ

ೳੑが高い。

191～219は土器溜まりＤ群から出土したものである。191・193～195は遺ଘ状ଶのྑ޷なもの

はগないが、ճస台を使用した土ࢣ器࿶である。193～195はఈ部֎面にࢳ੾りࠟが࢒る。192は

土ࢣ器のഋであΖうか。196・197は大ܕの土ࢣ器ࡼである。198・199は଍高の高台を༗する土ࢣ

器のഋないしࡼである。200～210はখܕの土ࢣ器ࡼである。200～204は口ԑ部がʮてʯࣈ状ない

しͦのୀ化形ଶをఄし、୺部をͭまみ上げؾຯにするものが多い。207～210はճస台を使用した

る。211～218は瓦器࢒੾りࠟがࢳで、平ఈにࣼめ上֎方にԆびる口ԑ部からなる。ఈ部֎面にࡼ

࿶である。211はఈ部内面に҉文を施す。211～214・216は口ԑ୺部内面に௜ઢを１৚施す。218

はখܕの瓦器࿶である。219は瓦器ࡼである。

224～243は土器溜まりＥ群から出土したものである。224・225はճస台成形の土ࢣ器࿶である。

ఈ部֎面にࢳ੾りࠟが࢒る。226は土ࢣ器ഋないし227、ࡼは大ܕの土ࢣ器ࡼである。228～239は

খܕの土ࢣ器ࡼである。228～232は口ԑ部がʮてʯࣈ状ないしͦのୀ化形ଶをఄし、୺部をͭま

み上げؾຯにするものが多い。233・234はखͮくͶのࡼである。235～239はճస台を使用したࡼ

で、ఈ部֎面にࢳ੾りࠟが࢒る。平ఈにࣼめ上֎方にԆびる口ԑ部からなる。240・241は平高台

状のఈ部を༗するճస台成形のࡼで、ఈ部֎面にࢳ੾りࠟが࢒る。242・243は瓦器࿶である。と

もに口ԑ୺部内面に௜ઢを施し、242はఈ部内面に֨子状の҉文を施す。

220～223は土器溜まりＦ群から出土したものである。220は土ࢣ器࿶である。221は土ࢣ器ࡼで

ある。222・223は瓦器࿶である。

Ҏ上の土器溜まり出土土器はおおΉͶ中世前半（11世ل後半～12世ل代）とࢥわれる。

244は柱穴ＳＰ09出土の瓦器࿶である。245はＳＰ32出土のճస台成形の土ࢣ器࿶のఈ部である。

246・247はＳＰ40出土の土ࢣ器ࡼである。248はＳＰ45出土の土ࢣ器ࡼである。249はＳＰ15出土

の大ܕの土ࢣ器ࡼである。250はＳＰ236出土の瓦器࿶のఈ部である。251はＳＰ252出土の瓦器࿶

である。252はＳＰ276出土の瓦器࿶である。253・254はＳＰ270出土の土ࢣ器ࡼで、253はखͮく

Ͷ、254はճస台使用である。255・256はＳＰ285出土の土ࢣ器ࡼである。257はＳＰ232出土の土

ࢣである。259～261・265・266はＳＰ257出土の土ࡼ器ࢣである。258はＳＰ250出土の土ࡼ器ࢣ

器ࡼである。262はＳＰ296出土の土ࢣ器ࡼである。263・264はＳＰ265から出土したもので、263
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第９図　Ｉ地区（北調査区）出土遺物実測図（１）
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第10図　Ｉ地区（北調査区）出土遺物実測図（２）
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は土ࢣ器264、ࡼはখܕの瓦器࿶である。267はＳＰ284出土の土ࢣ器ࡼである。268はճస台使用

の土ࢣ器ഋである。269～271はＳＰ289から出土したもので、269は土ࢣ器271・270、ࡼは瓦器࿶

である。272・273はＳＰ280出土の土ࢣ器ഋないしࡼである。274～278はＳＰ297から出土したも

ので、274・275は土ࢣ器278～276、ࡼは瓦器࿶である。279・280はＳＰ313出土の土ࢣ器ࡼである。

281はＳＰ281出土の土ࢣ器ࡼである。282・283はＳＰ334から出土のもので、282は土ࢣ器ࡼ、

283は瓦器࿶である。284はＳＰ335出土の土ࢣ器ࡼである。285はＳＰ330出土の土ࢣ器ᙈである。

286・287はＳＰ337出土の瓦器࿶である。288・289はＳＰ362出土の土ࢣ器ࡼである。290はＳＰ

359出土の土ࢣ器ࡼである。291～293はＳＰ356から出土したもので、291・292は土ࢣ器293、ࡼ

はന࣓ࡼである。294はＳＰ396出土のখܕの瓦器࿶である。295～301はＳＰ397出土のものである。

295・297はճస台成形の土ࢣ器ࡼである。296はʮてʯࣈ状口ԑをఄする土ࢣ器ࡼである。298は

大ܕの土ࢣ器ࡼである。299は瓦器࿶である。300はখܕの瓦器࿶である。301はന࣓࿶である。

302～304はＳＰ399から出土したもので、302は瓦器303、ࡼは土ࢣ器304、ࡼは瓦器࿶である。

305～307はＳＰ404から出土したもので、305・306は土ࢣ器307、ࡼは瓦器࿶である。308～316は

ＳＰ398から出土したものである。308～313は土ࢣ器314、ࡼは瓦器࿶、315はന࣓࿶、316はന࣓

。であるࡼ器ࢣである。318はＳＰ421出土の土ࡼ器ࢣの土ܕである。317はＳＰ427出土の大ࡼ

319～321はＳＰ434出土のものである。319は土ࢣ器ഋ、320は瓦器࿶、321は土ࢣ器ᙈである。

322・323はＳＰ437出土の瓦器࿶である。324はＳＰ354から出土した໻ੜ土器ുである。֎面に

タタΩ調੔を施す。周辺に໻ੜ࣌代の遺構が޿がっていたՄೳੑをࣔす。325はＳＰ276出土の土

11）ࠒである。339はＳＰ371出土の瓦器࿶である。Ҏ上の柱穴出土土器はおおΉͶ中世前半ࡼ器ࢣ

第11図　Ｉ地区（北調査区）出土遺物実測図（３）
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第12図　Ｉ地区（北調査区）出土遺物実測図（４）
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世ل後半～12世ل代）とࢥわれる。

326は土坑ＳＫ413出土の瓦器࿶のఈ部である。327はＳ,320出土の瓦器࿶である。ఈ部内面に

֨子状の҉文を施す。328～335はＳＫ426から出土したものである。いͣれも土ࢣ器ࡼである。

333～335は成形にճస台を使用している。336は溝ＳＤ365から出土したਢܙ器高ഋのഋ部から٭

部にかけての部分である。おͦらく古෿࣌代後期ࠒの高ഋとߟえられる。337は溝ＳＤ70から出

土した土ࢣ器ࡼである。338は落ち込みＳＸ71出土の土ࢣ器ࡼである。340・341はＳＫ130から出

土したもので、340は土ࢣ器高ഋの٭部、341はਢܙ器ഋＨ֖である。342は溝ＳＤ158出土の土ࢣ

器ࡼである。343・344はＳＫ379出土の土ࢣ器ࡼである。345・346はＳＫ380から出土したもので、

第13図　Ｉ地区（北調査区）出土遺物実測図（５）
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345は土ࢣ器346、ࡼはന࣓࿶である。

347～392は遺物包含層から出土したものである。このうち、347～386は溝ＳＤ701よりも北東

ଆで出土したものである。347は໻ੜ土器ᙈないしᆵのݞ部のഁยで、֎面に۳ඳき文７৚と列

఺文を施す。348はਢܙ器の￼のମ部ยとࢥわれる。ମ部中位に列఺文とͦの௚下に௜ઢを１৚

施す。349・350は土ࢣ器ᙈである。ಸྑ࣌代を前後する࣌期のものであΖうか。351～353はճస

台を使用した土ࢣ器のഋないし࿶である。354・355は大ܕの土ࢣ器ࡼである。356はఈ部中央が

第14図　Ｉ地区（北調査区）出土遺物実測図（６）
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大きくԜΉ土ࢣ器ഋとࢥわれる。357は΍΍଍高ؾຯ

の高台を༗する土ࢣ器のഋかࡼである。358～372はখ

状ࣈである。358～361は口ԑ部がʮてʯࡼ器ࢣの土ܕ

をఄする。369～372はճస台を使用したもので、372

は口ԑ୺部が面をなす。373～380は瓦器࿶である。

381は瓦器ࡼである。382はࠇ৭土器࿶のఈ部とࢥわれ

る。383～386はന࣓࿶である。383・385は口ԑ部֎面

がۄԑ状をఄし、384は大きく֎൓する。386は࡟り出

し高台である。

387～392は溝ＳＤ70よりも南西ଆ、土坑ＳＫ130よ

りも北東ଆで出土したものである。387はਢܙ器高ഋഋ部とࢥわれ、国分古෿群に伴うものであ

Ζうか。388はਢܙ器ഋである。389はਢܙ器ᆵまたはᙈであΖう。֎面に௜ઢが２৚め͙る。

390・391は土ࢣ器ഋである。392は山஡࿸のఈ部であΖう。

（筒井崇史）

̎ʣమ੡඼

鉄ᛳ
ㅭ㉅５ㅮ

（第15図393）は、%地区南୺の遺物包含層中から出土した。左右ۉ౳の山形で、ݞ間

8.2cN、ݲが7.8cN、തが4.2cN、厚さ５NNのখ形の鉄製品である。टྏ、ᰍԑ、଍ԑ、ᡧԑな

どᛳのಛ௃が表現されている。しかし、टԑ、ݞԑをΏる΍かにԜまͤて作り、ᰍԑをಥ出さͤ

る఺、ଆԑ・଍ԑをΏる΍かに֎࿷さͤ、௚ઢతに作る఺、યを໌ྎに作り出さない఺など؆ૉ

な作りであり、平҆࣌代のர଄ಔ製品にみるಛ௃とはҟなる఺が多い。図右ଆの֎ԑがཪ面にൺ

΂てわͣかにڱいようにݟえる。表ཪがあるようであるが、器面に಍座、文様などはೝめられな

い。ૉ文ย面鉄ᛳである。ඥの༗ແ、形状にͭいては現状では໌らかではない。ಥ出したᰍԑに

ࣉえておきたい。京都府内では、京都市京北町周山ഇߟを։け、ඥとしたՄೳੑを޸
ㅭ㉅６ㅮ

、෣௽市上

遺跡ٱ҆
ㅭ㉅７ㅮ

、ҁ部市木ࣉ北遺跡
ㅭ㉅８ㅮ

で出土している。

̏ʣੴྨث

ᑹ形石器（第15図394）は、Ｉ地区（北調査区）の柱穴ＳＰ398から出土した。鉄ᕥがೝめられたた

め、土৕࠾औをして水ચબผを行ったとこΖ、当֘遺物を検出した。ॎ長Ṟยをԣ位にして、྆

ଧ法により੔形したものである。上下྆୺には֊ஈ状Ṟ཭が࿈ଓして用いられる。̱面には྆ۃ

る。長さ3.9cN、ԣ長1.9cN、厚さ0.6cN࢒断面がみられる。̲面には、όϧϒがࡋଧ法に伴うۃ

を測る。νϟート製である。

（田代　弘）

̒ɽ·ͱΊ

編੔උ事業΍本事業に伴う発掘調査によって໌らかに࠶ճの調査では、これまでの国Ӧ農地ࠓ

なっている成Ռに加えて、৽たな஌ݟをいくͭかಘることができた。ࠓճの調査で໌らかになっ

第15図　鉄製品・石器実測図
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た఺΍ॆ実した఺にͭいて、Ҏ下の列記する。

ᶃＤ２地区北半からＥ２地区南୺にかけて、ಸྑ࣌代の土器とともに平҆࣌代の遺物を多਺含

Ή遺物包含層を֬ೝした。また、鉄ᛳもಉじ遺物包含層から出土した。蔵垣内遺跡では平҆࣌代

の様૬がෆ໌֬であることから、周辺における土地ར用のҰ୺をࣔすものとߟえられる。

ᶄＩ地区北調査区の北୺で、中世の土器溜まりを検出した。検出状況から԰֎に多਺の土器を

配したものとࢥわれるが、どのような行ҝが行われたのかはෆ໌である。例えば地௟などの行ҝ

がߟえられるが、ৄࡉはࠓ後のྨ例の૿加を଴ちたい。

ᶅＩ地区南調査区では中世後半の土器が多਺出土した。調査区の北西ଆで、蔵垣内遺跡第４次

調査のࡍに丹೾国分ࣉの子院に関࿈する遺構・遺物が検出されており、Ұ࿈の遺構群であるՄೳ

ੑがある。

（筒井崇史）

஫１　岡⃻研Ұʮ蔵垣内遺跡第11次発掘調査報告ʯ（『京都府遺跡調査報告集』第133࡭　（財）京都府埋蔵文

化財調査研究センター）　2009

஫２　ௐࠪิॿһɿఱ池ࠤӫ子・҆井ཀ子

　　　੔ཧһɿ中島ܙඒ子・দ下ಓ子・井上૱・஡Ԃ໼ᆹ子・ਗ਼水༑Ղ子・川ଜ真༝ඒ・谷上真༝ඒ・木ଜܒষ・

ଜ岡໻ੜ

̓・һɿਿ࡚੐෉ۀ࡞　　　 ౻ඒஐ子・山田༏・י井ͦと子・島௡Πト子・八木ඒ代子・谷৲খちΚ・森川ٱஉ・

森川加代子・̓ ̓・子ܙ౻ ・੉ल෉・橋本ୢ඙޿・རಸ・中野༐雄・平野かすみ・岡本੖子・দ田弘࿨ܙ౻

山田ϛンμ・ҏ౻文ඒࢬ・田中康ຽ・野々ଜߛ・西ଜ真ٷ・八木まΏみ・西田࿨則・西田༟子・ਿ

࡚ਗ਼඙

஫３　Ｂ６地区検出の溝ＳＤ02΍ஈ状区ըＳＸ04などが᛽によって埋め立てられていた。森島康雄・ࠇ௶

Ұथ・筒井崇史΄かʮ国Ӧ農地࠶編੔උ事業ʮ亀岡地区ʯ関係遺跡平成16・17・18年度発掘調査報

告　蔵垣内遺跡第４次・国分古෿群（ᶘ）ʯ（『京都府遺跡調査報告集』第134࡭　	財
京都府埋蔵文化

財調査研究センター）　2009

஫４　ಸྑ࣌代の土ࢣ器・ਢܙ器の器छ名にͭいてはಸྑ文化財研究所の分ྨ名শを用いる。

　- খּ原޷඙・西弘ւ・٢田ܙೋʮ土器ʯ（『平৓ٶ発掘調査報告ᶝ　ಸྑ国立文化財研究所学報』第

ಸྑ国立文化財研究所）　1976　࡭26

　- ਆ野ܙʮ土器ྨʯ（『平৓ٶ発掘調査報告97*　ʵฌ部ল地区の調査ʵ　ಸྑ文化財研究所学報』第

ಸྑ文化財研究所）　2005　࡭70

஫５　鉄ᛳの執筆に当たってはҎ下の文ݙを参ߟにした。

- 1979　（雄山ֳ　ר第８『座ߨ古学ߟ৽版』）อৗ੖ʮᑓԻ۩ʯٱ

- ദ書๪　1980『஌ࣝૅج古学のߟ図録　ྺ史』٧लҰࡔ

- อࡾࡔ࿠ ňけい　ᛳŉ（『国史大ࣙయ』٢川弘文ؗ）　1985

- 2003　『古学事యߟ෹教』٧लҰ編ࡔ

஫６　石田ໜ作・ࡾ୐හ೭ʮ丹೾国周山ഇࣉʯ（『ߟ古学ࢽࡶ』第45２ר߸　೔本ߟ古学会）　1959

஫７　田代　弘ʮ上҆ٱ৓跡ʯ（『京都府遺跡調査֓報』第117࡭　	財
　京都府埋蔵文化財調査研究センター）

　2006

஫８　中ଜ޹೭『木ࣉ北遺跡発掘調査֓報　ҁ部市文化財調査報告』第12集　ҁ部市教育委員会　1985
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発掘調査報告
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ઢಓ路վྑ事業にともなって、京都府建設交通ࢬճの調査は平成21年度主要地方ಓ大山࡚大ࠓ

部の依頼を受けて実施した。調査地は長岡京市調子２丁目に所在し、長岡京跡の৚๥෮原では長

岡京右京۝৚ࡾ๥八町、八৚大路ਪఆ地（৽৚๥）にあたる。周辺では、京都第ೋ֎؀状ಓ路関࿈

の調査として、平成16年度に長岡京跡右京第825次調査
ㅭ㉅１ㅮ

、平成17年度に長岡京跡右京第85
ㅭ㉅２ㅮ

1・902

次調査
ㅭ㉅３ㅮ

、平成19年度に長岡京跡右京第926・928次調査
ㅭ㉅４ㅮ

、平成20年度に長岡京跡右京第93
ㅭ㉅５ㅮ

8ŋ946次

調査
ㅭ㉅６ㅮ

が行われている。ࠓճの調査地にྡ઀する右京第825次調査の10～12トϨンν、右京第946次

調査のB2・̲1地区では、খઘ川のچՏಓとみられるࣗવ流路の΄か、平҆࣌代の溝・掘立柱建

物などが検出されている。

事との݉Ͷ߹いで、ઌ行して調査を行う東ଆ半分を調子c2地区、西޻ճの調査地はಓ路建設ࠓ

ଆ半分をc3地区とݺশし、ͦれͧれ、ணखॱにc2-1地区・̲2-2地区、c3-1地区・c3-2地区・c3-3

地区とࢬ൪をͭけて調査区名とした。現地調査は平成21年４月８೔～11月27೔まで行い、調査第

２課調査第２係主任調査員দ井஧य़・森島康雄、調査員ಸྑ康正が担当した。調査に要した経費

は全ֹ京都府建設交通部が負担した。なお、国土座標は೔本測地系を使用している。

調査ର৅地は上下２ஈのߞ作

地にまたがっている。北西部か

ら張り出す上ஈは標高໿19.4～

19.5̼、下ஈは標高໿19.0～19.1

̼を測り、上ஈのԑ辺に用水路

が通っている。本報告ではこの

水路より北西の上ஈに位置する

c2-1・c3-2・c3-3地区を北部調

査区、水路より南東の下ஈに位

置するc2-2・c3-1地区を南部調

査区として報告する（第３図）。

̎ɽݕग़遺ߏ

北部調査区では、２面の遺構

面を検出し、南部調査区では１

ʵ61ʵ

第１図　調査地位置図（国土地理院　1�25
000　京都西南部・ཎ）
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面の遺構面を検出した。

̍ʣ๺෦ௐࠪ۠第̍遺ߏ໘ͷ遺ߏ

北部調査区はc2-1地区・̲3-2地区・̲3-3地区の３地区に分けて調査を行った。調査面ੵはͦ

れͧれ、820ᶷ・300ᶷ・180ᶷである。北部調査区では、近世の第１遺構面と古代・中世の第２

遺構面を֬ೝした。

層序は、厚さ໿0.3̼前後の表土層の下に、北半では໌׊փ৭࠭᛽（第４図２層）、南半ではに

第２図　調子地区調査区配置図（4�1�2
000）
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Ϳいԫ׊৭೪࣭土（第４図７層）と໌׊փ৭

᛽ࠞじり೪࣭土（ಉ９層）、ԫᒵ৭೪࣭土（第

５図５層）などがଯੵしている。これらの

層厚は西部では0.1̼であるが、東に行く

に࿈れて厚くなり、東部では0.25̼を測る。

北半と南半の土層のҧいは、調査前の畑の

筆のҧいを൓өしている。これらをআڈし

た標高18.8～19.0̼で第１遺構面の遺構群

を検出した。

第１遺構面では、࣌ށߐ代の大溝、土坑

などを検出した。

౔̨̠޵��（第６・７図）　̲2-1地区北

部で検出したઙい土坑である。࠷長辺12.7

̼を測るෆ੔࢛辺形をఄする。深さは0.2

̼で、埋土はփന৭᛽ࠞじり೪࣭土の΄΅

୯Ұ層であるが、南ݞ෇近のఈ部にのみ׊

৭系の土がわͣかにଯੵしている。

౔�8̨̠޵（第６・８図）　c2-1地区中央

部から南୺にかけて検出した෯８̼前後の

土坑である。深さは໿0.2̼を測り、埋土は上層のにͿいᒵ৭᛽ࠞじり࣭࠭土と下層の׊փ৭ࡉ

࠭の２層に分かれる。

౔̨̠޵��（第６図）　c2-1地区西୺の中央部から南部にかけて検出した土坑である。ＳＫ28

の西ଆに΄΅平行し、東ݞはＳＫ28によって࡟られていることから、ＳＫ28にઌ行することがわ

かる。深さ0.2̼を測るが、南୺部では0.05̼とઙくなっている。埋土は໌੺փ৭ࡉ᛽である。

΄c2-1地区東୺部の南半で検出した溝である。溝の北୺はc2-1地区中　（第６・９図）��̨̙ߔ

どで東に۶ۂして調査区֎にଓき、南は南部調査区のc2-2地区にଓく。断面形はઙいʮ̫ʯࣈ形

をఄするが、南୺部４～５̼はઙいʮ̪ʯࣈ形をఄする。東ݞは調査区֎であるが、調査区東୺

では溝の深さがઙくなっていることから、෯6.5̼ఔ度と૝ఆできる。深さは断面ʮ̫ʯࣈ形の

部分で0.8～1.3̼、断面ʮ̪ʯࣈ形の部分で0.45̼を測る。埋土は、断面ʮ̫ʯࣈ形の部分では

中層のփന৭೪土（第９図*ʵ*ʟ断面３層、+ʵ+ʟ断面９層）をڥに、上層ではփന৭～փԫ৭系

のγϧト、下層は੨փ৭～྘փ৭系の೪土が୎ӽし、断面ʮ̪ʯࣈ形の部分では、׊փ৭～փ৭

系の೪࣭土（第５図12～16層）が୎ӽする。

c2-1地区東୺部の北半で検出した溝である。南୺はＳＤ20に੾られ　（第６・10図）��̨̙ߔ

ている。෯５̼前後で、深さは໿0.5̼を測る。埋土は࠭᛽が୎ӽし、流水によるଯੵ層（第10図６・

９層）が֬ೝできる。

第３図　右京第 968 次調査地区割図（4�1�800）
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・��ɾ�9（第６̨̙ߔ

11図）　c2-1地区北部で

検出した平行する溝であ

る。上部を近代の溝に࡟

平されている。෯0.5̼

前後、深さ0.15̼前後を

測る。埋土はփ৭࠭᛽で

ＳＤ24は下層にΦϦーϒ

փ৭γϧトがബくଯੵす

る。

・�6ɾ��（第６̨̙ߔ

11図）　c2-1・c3-2・c3-3

地区で検出した平行す

る溝である。෯0.5̼前

後、深さ0.05̼前後を測

る。埋土はԫփ৭೪࣭土

で、ＳＤ27は南دりの下

層にփԫ৭೪࣭土がଯੵ

する。

c3-2・c3-3　܈ߔ࡞ߞ

地区を中心に෯0.3̼前

後のߞ作溝群を検出し

た。北西ʵ南東方޲の溝

群がઌ行し、南西ʵ北東

方޲の溝群が後出する。

前者はc2-1地区では検出

されͣ、後者はＳＤ24と

ＳＤ26の間でのみ検出さ

れる。

̎ʣ๺෦ௐࠪ۠第̎遺ߏ

໘ͷ遺ߏ

第１遺構面の下層のփ

৭᛽ࠞじり೪࣭土など

（第12図１～５層）をআڈ

すると、第２遺構面とな

第
５
図
　
c2
-1
・
c3
-2
地
区
南
壁
断
面
図（
4�
1�
50
）
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第６図　北部（c2-1・c3-2・c3-3地区）遺構平面図（近世）（4�1�250）
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第９図　c2-1地区溝ＳＤ20断面図（4�1�50）

第10図　c2-1地区溝ＳＤ25断面図（4�1�50）

第８図　c2-1地区土坑ＳＫ28断面図（4�1�50）

第７図　c2-1地区土坑ＳＫ23断面図（4�1�50）

第11図　c2-1地区溝ＳＤ24・29、溝ＳＤ26・27断面図（4�1�50）
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る。第２遺構面は東に޲かって௿くなっており、平҆࣌代の溝な

どを検出した。

c2-1地区で検出した溝である。南北40　（第12～15図）��̨̙ߔ

̼༨りを検出し、南୺は調査区֎にԆびる。෯は６̼Ҏ上で、東

平されている。南ଆ2�3࡟は第１遺構面のＳＤ20・25によってݞ

は西ݞにԊって１̼前後の෯で深くなっており、南୺から໿15̼

෇近が࠷も深くなっている。この部分はৗに଺水していたようで、

੨փ৭～ࠇփ৭系のγϧト΍೪土がଯੵしており、西ݞには護岸

の杭がଧたれていた。ח૔࣌代前期の遺物が出土した。

c3-2・c3-3地区で検出した南部調査区　（第13・19図）�6̨̙ߔ

からଓく。北୺はc3-3地区南୺෇近で西にંれて調査区֎にԆび

る。断面形は西ݞがࣼ܏ٸであるのにରして、東は؇ࣼ܏でݞの

位置がෆ໌ྎである。փ׊৭～׊ࠇ৭系の࠭ࡉを主ମとする࣭࠭

土がଯੵしている。平҆࣌代前期～中期の遺物が出土した。

。c3-2・c3-3地区で検出した溝である　（第13・16図）��̨̙ߔ

෯໿４Nを測り、長さ14.5̼分を検出した。西୺は調査区֎にԆ

びる。深さは࠷深部で໿0.9̼を測る。平҆࣌代後期の遺物が出土

した。

౔̨̠޵��（第13・17図）　c2-1地区北୺で検出した土坑である。

෯໿２Nを測り、北୺は調査区֎にԆびる。埋土は２層に分かれ、

上層は׊փ৭೪࣭土、下層は੨փ৭೪土である。土坑としたが、

ＳＤ30西ݞのԆ長ઢ上に位置することから、溝のҰ部のՄೳੑが

ある。

ϐοτ̨̥��ɾ�6ɾ��（第18図）　c3-2地区南୺で検出した３

深さ0.1～0.15̼を測る。建物、0.25̼～0.15ܘ。のピットであるج

を෮原することはできないが、c3-2地区南壁（第５図23・24層）に

もピットとみられるものが１ֻجかっているので、ＳＤ36埋຅後、

この෇近にখن໛な建物が建っていたものとࢥわれる。

̏ʣೆ ෦ௐࠪ۠ͷ遺ߏ（第22図）

南部調査区はc2-2地区・c3-1地区の２地区に分けて調査を行っ

た。調査面ੵは、ͦれͧれ410ᶷ・390ᶷである。南部調査区では

遺構面は１面で、ߞ作土とփന৭の᛽ࠞじり೪࣭土などをআڈし

た現地表面下໿40cNのಉҰ面で近世の遺構と古代・中世の遺構を

検出した。検出した遺構は溝および流路などである。

北西から南東にԆびる溝である。̲2-1地　（第20図）��̨̙ߔ

第
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第13図　北部（c2-1・c3-2・c3-3地区）遺構平面図（古代・中世）（4�1�250）
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区第２遺構面のＳＤ20にଓくಉҰの溝とࢥわれる。෯2.8～3.8

̼、深さ໿0.5̼を測る。埋土は࠭᛽を主ମとする。

c2-2地区北西部で検出したＳＤ20Ҏ前　（第20図）�1̨̙ߔ

の遺構である。溝としたが、東୺は調査区֎にԆびてෆ໌で

あり、土坑のՄೳੑもある。埋土は上層がփ৭᛽ࠞじり࣭࠭

第15図　c2-1地区溝ＳＤ30断面図（4�1�50）

第17図　c2-1地区土坑ＳＫ34断面図
（4�1�50）

第16図　c3-3地区溝ＳＤ50断面図（4�1�50）

第14図　c2-1地区溝ＳＤ30平面図（4�1�75）
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土などを主ମとし、下層は੨փ৭᛽ࠞじり೪土

΍᛽ࠞじりのγϧトを主ମとする。埋຅࣌期を

ಛఆできる遺物は出土しなかった。

c3-1地区北東部から̲　（第23図）�1̨̙ߔ

2-2地区にଓく溝である。西北西から東南東方

にԆび、෯は西北西୺では2.0̼、東南東୺で޲

7.5̼と東に޲かって޿がる。深さは西北西୺で

は໿0.2̼とઙいが、4%16と੾りあう部分では

໿0.7Nを測り、東南東୺では໿0.3̼と࠶びઙ

くなる。埋土はԫ׊৭系の࣭࠭土が主ମで、前

ड़の4%16と੾りあう深い部分では࠷下層にփ

ന৭の೪土がଯੵする。出土遺物はগないが、

平҆࣌代中期～後期の土器ยが出土した。

c2-2地区から̲3-1地区　（第24図）16̨̙ߔ

にଓく溝である。ＳＤ15とＳＸ37にઌ行しＳＤ

36に後出する。埋土は੺׊৭࠭᛽を主ମとする。

土ࢣ器ࡼ・྘ᬵಃ器࿶など平҆࣌代中期の土器

が出土した。

ྲྀ路̨̙�6（第21・27図）　北部調査区から

ଓきc3-1地区の大半を઎める。断面形は西ݞがࣼ܏ٸであるのにରして、東は؇ࣼ܏でݞの位置

がෆ໌ྎであり、c2-2地区を調査しているஈ֊ではݞをೝࣝできなかった。溝として調査をはじ

め、ͦ の後、流路と൑໌したが、遺構のུ߸はＳＤのままとした。深さは࠷深部で໿1.4̼を測る。

埋土は、上層が࣭࠭土΍೪࣭土を主ମとし、下層は࠭᛽を主ମとする。南半部の上層下位を中心

に平҆࣌代前期～中期の遺物が多ྔに出土した。

第18図　c3-2地区ピット平面図・断面図（4�1�50）

第
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第22図　南部（c2-2・c3-1地区）遺構平面図（4�1�250）

第23図　c2-2・c3-1地区溝ＳＤ15断面図（4�1�50）

第24図　c2-2地区溝ＳＤ16断面図（4�1�50）
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མͪࠐΈ̨̭��（第21・26・27図）　ＳＤ36

の埋຅後に南半部の上層が࡟られた落ち込み

に多ྔの遺物が西ଆから౤غされており、こ

の落ち込みをＳＸ37とした。ＳＤ36とಉ様に

西ଆのݞの方がࣼ܏がきͭく、東ଆは؇΍か

であることから、流路のҰ部であるՄೳੑが

高い。埋土は໌׊৭೪࣭土を主ମとする。南

半部の西دりで平҆࣌代後期の遺物がまとま

って出土した。

̏ɽग़౔遺෺

ճの調査では、遺物੔理ശ30ശの遺物が出土したが、ͦの大半はＳＤ36とＳＸ37の出土遺物ࠓ

である。

ྲྀ路̨̙�6（第28～30図）　１は土ࢣ器ࡼである。平らなఈ部から୹い口ԑ部が΍΍֎൓ؾຯ

に立ち上がり、୺部はわͣかにંりฦす。２～18は土ࢣ器ഋである。２は֎面の全面にϔϥέζ

Ϧを施す̲ख法であるが、ଞは口ԑ部にϤίφσを施す̴ख法である。平らなఈ部から内࿷して

立ち上がり、口ԑ୺部は֎൓した後、୺部をখさく上方にఠみ上げるが、15は丸みを࣋ったఈ部で、

֎൓する口ԑ部の୺部は丸くೲめる。２はఈ部֎面に３৚のম成後のઢࠁがೝめられる。14は口

ԑ部֎面のϤίφσの下方に஛؅状のࢗಥがฒͿ。̴ख法のものには器壁のബいもの（３～６）と

厚いものがある。16～18は高台をͭ࣋平らなఈ部から16は௚ઢతに、17・18は丸みを࣋って立ち

上がり、口ԑ୺部をখさく上方にఠみ上げる。16にはφσのऑい部分にϋέが࢒る。19～26はਢ

器ഋである。19・20は口ԑ部が高台࿬から௚ઢతに立ち上がる。19の内面にはॏͶমきのࠟ跡ܙ

がみられる。21～26はճసϔϥ੾りのఈ部からわͣかに内࿷して立ち上がる。27・28はਢܙ器֖

である。ϔϥ੾りະ調੔の平らなఱ井部から内࿷した後、口ԑ୺部は֎にҾき出して下方に୹く

ຯにೲめる。29～32はແᬵಃ器である。29はऄの目高台からわͣかに内࿷して立ؾし、ઑりۂ۶

第25図　c2-2地区溝ＳＤ20断面図（4�1�50）

第26図　c3-1地区落ち込みＳＸ37遺物出土状況図（4�1�25）
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ち上がり、口ԑ୺部は丸くೲめるࡼで、口ԑ部内୺から΍΍下がった位置に１৚のԜઢをめ͙ら

ͤる。内面の中央からͣれた位置にॏͶমきのࠟ跡がみられる。҉փ৭をఄし、ম成は࣭ߗであ

るが、高台の厚い部分は΍΍ম成が؁くなっている。ࣰ༼産とみられる。30は࡟り出しྠ高台の

࿶である。ఈ部֎面の中央෇近をআいてີなϔϥϛΨΩが施される。҉փ৭をఄし、ম成はྑ޷

である。31は΍΍上げఈؾຯの平高台から内࿷して立ち上がり、口ԑ୺部はわͣかに֎൓する。

֎面の全面にϔϥέζϦの後、ఈ部֎面をআく全面にϔϥϛΨΩを施す。ఈ部֎面に２৚のম成

前のઢࠁがみられる。໌׊փ৭からփന৭をఄし、ম成はྑ޷である。32は平高台でݟ込みにӄ

࣋形に։く高台をࣈ器ുである。ʮϋʯࢣである。33は土࣭ߗ、Ֆ文が施される。փ৭をఄしࠁ

ͭ平らなఈ部から内࿷して立ち上がり、口ԑ部上半部は֎൓して、୺部は上方にંりฦす。内面

はφσ調੔を施すが、φσがऑい部分にはϋέϝが࢒る。֎面はࢦԡさえでܰく調੔するが、೪

土ඥの͗ܧ目が໌ྎに࢒る。34・35はࠇ৭土器Ａྨഋである。34は֎面の全面にϔϥέζϦを施

した後、ఈ部にܰいφσ調੔、口ԑ୺部にϤίφσ調੔を施す。内面はݟ込み全ମにδάβάの

ϔϥϛΨΩを施した後、口ԑ部にܺ間のないݍઢϛΨΩを施し、さらにఈ部と口ԑ部に҉文を施

す。内面はۜࠇ৭、֎面の口ԑ୺部෇近はࠇ৭、ͦれҎ下はにͿいԫᒵ৭をఄし、ম成はྑ޷で

ある。35は֎面はϔϥέζϦを施した後、口ԑ୺部にϤίφσ調੔を施し、全面にૈいϔϥϛΨ

Ωを施す。高台はܽଛしているが、高台࿬に施したとࢥわれるϤίφσがみられる。内面はܺ間

のないݍઢϛΨΩを施し、ʮ̫ʯࣈ形の࿈ଓするࠁみ໛様を２ஈに施す。内面はࠇ৭、֎面の口

ԑ୺部෇近はࠇ৭、ͦれҎ下はにͿいԫᒵ৭～ᒵ৭をఄし、ম成はྑ޷である。36～38はࠇ৭土

器Ｂྨ࿶である。36は平らな޿いఈ部から口ԑ部がわͣかに内࿷して立ち上がり、୺部はઑりؾ

ຯにೲめる。口ԑ内୺から΍΍下がったとこΖに１৚の௜ઢをめ͙らͤる。内面はݟ込みにδά

βάのϔϥϛΨΩをີに施した後、口ԑ部にܺ間のないݍઢϛΨΩを施す。֎面は高台෇近まで

ܺ間のない分割ϔϥϛΨΩを施す。ఈ部֎面は΍΍ܺ間のあるδάβάのϔϥϛΨΩを施した後、

਺周のݍઢϛΨΩを施す。37・38は口ԑ部内面に１৚の௜ઢをめ͙らͤる。内面はݟ込みにີな

δάβά状҉文を施した後、口ԑ部にີなݍઢϛΨΩを施す。֎面はີな分割ϔϥϛΨΩを高台

෇近まで施す。ఈ部֎面にϔϥϛΨΩは施さない。37・38はc3-2地区南୺のピット54・56・57を

検出した面で出土しており、4%36埋຅後の遺物である。39～48は྘ᬵಃ器である。39はࣖࡼで、

ϔϥ੾り後、ྠ高台をషり෇ける。փ৭をఄする࣭ߗの଻土で、໌ԫ྘৭のᬵを全面にֻける。

40～44はೈ࣭で୶ԫ྘৭～ԫ྘৭のᬵを全面にֻける。44はऄの目高台の中にઢࠁがみられる。

45～48は࣭ߗでΦϦーϒ྘৭～୶྘৭のᬵをֻける。48の内面にはӄࠁՖ文が施される。46・47

はࣰ༼産とみられる。49はӽभ༼製੨࣓࿶である。口ԑ部はわͣかに内࿷し、୺部はখさく֎൓

する。内֎面ともᬵༀにϜϥが多く࿐଻の部分がある。50～52はਢܙ器ുである。53～63は土ࢣ

器ᙈである。53はখܕᙈでٿ形の಑部に୹く֎ંする口ԑ部が෇く。内֎面ともຏ໓しているが、

器面のԜತがগないことから൘φσにより調੔されているとࢥわれる。口ԑ部がʮくʯࣈ形に֎

ંしてઑりؾຯにೲめるもの（54・55）、֎൓して丸くೲめるもの（56）、ʮくʯࣈ形に֎൓して୺

部を内ଆに୹くંりฦすもの（57～59・63）、ੇ಑のମ部からʮϋʯࣈ形に֎ંするもの（60～62）
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第28図　流路ＳＤ36出土遺物実測図（１）（4�1�4）
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第29図　流路ＳＤ36出土遺物実測図（２）（4�1�4）
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がある。64・65はࠇ৭土器ᙈである。口ԑ部内面のԣ方޲のϔϥϛΨΩの΄か、64はମ部内֎面

にもϔϥϛΨΩを施す。66は土ࢣ器ುである。内面はϋέ調੔の後、ମ部上位にφσ調੔を施す。

ମ部֎面はॎ方޲にૈいϋέ調੔を施す。67～75はਢܙ器ᆵである。74の高台࿬にはճసφσの

後に෇いた布目ࠟ跡が所々にみられる。76は྘ᬵಃ器ᆵである。ೈ࣭でփ৭の଻土に྘৭をఄす

るᬵをֻける。77～79は土਴である。にͿいԫᒵ৭～ᒵփ৭をఄする。80は໻ੜ࣌代中期の֖形

土器、81は̩Ｋ10ซ行期のਢܙ器ഋ਎である。

མͪࠐΈ̨̭��（第31～35図）　82は土ࢣ器ࡼである。口ԑ୺部は֎にҾき出す。83は土ࢣ器

ഋ、84はਢܙ器ഋである。85はࠇ৭土器Ａྨ࿶である。ճస台成形とみられる。86～95はࠇ৭土

器Ｂྨ࿶である。86～90は高台内にもδάβά状のϔϥϛΨΩが施される。93は、֎面にম成後

に෇けられたࣼ֨子状のઢࠁがみられる。94はδάβά状の҉文を௚交する２方޲に施す。95は

ઢϛΨΩを施す。96～98はݍに施した後、口ԑ部にີな޲込みにૈいδάβά状の҉文を２方ݟ

྘ᬵಃ器である。96は҉փ৭～ᒵփ৭をఄする࣭ߗの଻土に全面にΦϦーϒփ৭のᬵをֻける。

97は୶׊փ৭をఄする࣭ߗの଻土に୶ԫ྘৭のᬵをֻける。࡟り出しྠ高台で৞෇Ҏ下は࿐଻で

ある。ࣰ༼産とみられる。98はݟ込みに１৚の௜ઢがめ͙る。ম成がѱく、ೈ࣭でࠇ৭土器のよ

うなૉ地である。୶྘৭のᬵを全面にֻける。高台内にトνンのࠟ跡がみられる。99はփᬵಃ器

೔月高台から؇΍かに立ち上がり、口ԑ୺部はࡾ103はփᬵಃ器࿶である。99・100は～100、ࡼ

֎൓する。ݟ込みにもփᬵが࡮ໟృりされ、௚઀ॏͶমきのࠟ跡が࢒る。深࿶の102は口ԑ部に

のみփᬵを௮けֻけにしているが、103はݟ込みにも厚いᬵがֻかる。104・105はӽभ༼系੨࣓

࿶である。104はૈ製で、΍΍上げఈ状の平高台からわͣかに丸みを࣋って立ち上がり、口ԑ୺

部は֎൓する。口ԑ୺にࠁみをೖれ、ྠՖとする。࿐଻部はࢵփ৭をఄする。内面に目跡が࢒

第30図　流路ＳＤ36出土遺物実測図（３）（4�1�4）
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第31図　落ち込みＳＸ37出土遺物実測図（１）（4�1�4）
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る。105はਫ਼製で、৞෇Ҏ֎の全面に施ᬵする。ମ部をϔϥでԡしてྠՖとしている。106はࣰ༼

産のਢܙ器ുである。107～109は土ࢣ器ᙈ、110はࠇ৭土器ᙈである。111～118はੇ಑の土ࢣ器

Ӌזである。಑部֎面にॎ方޲のૈい

ϋέ調੔を施す。119はʮくʯࣈ形に֎

൓する口ԑ部と長い௳をͭ࣋Ӌזであ

る。҉஡׊৭の଻土でՏ内産とみられ

る。120～125、128～133はਢܙ器ᆵ・ᙈ、

126はփᬵಃ器ᆵである。124・125、

129・130、132・133は઀߹しないがಉ

Ұݸମである。127は土਴である。৭調

は୶ᒵփ৭をఄする。134はփᬵಃ器平

ළである。փന৭の଻土で、ମ部֎面

にていͶいなճసϔϥέζϦを施し、

部Ҏ上に厚いփᬵをֻける。ఱ井部ݞ

には多਺のՐ๲れがみられる。೺खは

ϔϥでていͶいに面औりしている。ഁ

ยのҰ部がＳＸ37から出土しているこ

とからＳＸ37出土遺物に含めたが、大

半はＳＤ36から出土している。

ࡼ器ࢣ135は土　（第36図）16̨̙ߔ

である。136はແᬵಃ器࿶、137は྘ᬵ

ಃ器࿶である。137は࣭ߗで҉੨փ৭を

ఄする଻土に୶ԫ྘৭のᬵをֻける。

ࣰ༼産である。138は土਴である。৭調

はにͿいᒵ৭であるが、Ұ部はփࠇ৭

をఄする。

ࢣ139～143は土　（第36図）��̨̙ߔ

器ࡼである。139・140はʮてʯࣈ状口

ԑの土ࢣ器খࡼである。144・145は近

産の྘ᬵಃ器࿶である。144は大きくߐ

内࿷して立ち上がり、֎൓する口ԑ部

をྠՖに作る。内֎面ともճసφσ調

੔を施し、ೱ྘৭のᬵを֎面全ମにֻ

ける。ష෇ஈ高台の৞෇から高台内も

Ұ部に྘ᬵがֻかる。145は࣭ߗで୶੨
第32図　落ち込みＳＸ37出土遺物実測図（２）（4�1�4）
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փ৭をఄする଻土にփΦϦーϒ৭のᬵを全面にֻける。ఈ部֎面にはճసࢳ੾りࠟがみられ、ݟ

込みには１৚のݍઢをめ͙らͤる。146・147はࠇ৭土器Ｂྨ࿶である。ݟ込みにはδάβά状の

҉文を施すが、147は２方޲にॏͶて施している。148は土ࢣ器ᙈである。ମ部֎面はࢦԡさえで

調੔するが、೪土઀߹ࠟが࢒る。ମ部内面は޻۩によるφσでていͶいに࢓上げている。口ԑ部

はϤίφσ調੔を施すが、内面にはԣ方޲のϋέ目が࢒る。

込みにཐટ状ݟ、ઢϛΨΩの後ݍ瓦器࿶である。内面はૈいܕ149はೇ༿　（第36図）��̨̙ߔ

第33図　落ち込みＳＸ37出土遺物実測図（３）（4�1�4）
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第34図　落ち込みＳＸ37出土遺物実測図（４）（4�1�4）
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҉文を施す。֎面はϔϥϛ

ΨΩを施さない。150は土ࢣ

器Ӌזである。

แؚ૚（第36図）　c2-1地区

の第１遺構面から第２遺構

面への掘下げ中に出土した

遺物である。151はೇ༿ܕ瓦

器࿶である。内֎面にີな

ϔϥϛΨΩを施す。152はཽ

ઘ༼系੨࣓࿶である。

ۚଐ੡඼（第37図）　153・

154は鉄製品である。153は

಄部を୹くંりۂげている。

ઌ୺は丸くೲめている。Ϋ

αϏかとࢥわれる。ＳＸ37

から出土した。154はϠϦΨ

ンφとࢥわれる。ＳＤ36か

ら出土した。155はԎ؅のٵ

口である。筒内にཏӉが࢒

っている。全面に྘੨がਧ

いている。第１遺構面より

上層から出土した。156はࣖ

؀である。全ମにണ཭し、྘

੨がਧいている。ＳＸ37か

ら出土した。

મ՟（第38図）　157はঝ࿨

ণሟ（835年ॳர）である。ॏ

さ1.2̶を測る。ＳＤ36から

出土した。158はఱᜉ通ሟ

（1017年ॳர）、159はߖ૙通

ሟ（1038年ॳர）、160はᗂೡ

ݩሟ（1068年ॳர）、161はݩ

༞通ሟ（1085年ॳர）である。158はc2-1地区第２遺構面のਫ਼査中に、159はＳＫ28から、160はＳ

Ｋ23から、161はＳＤ20から出土した。162～165は׮Ӭ通ሟである。162は古׮Ӭ、ଞは৽׮Ӭで

ある。162・163はc3-1地区の遺構面௚上層から、164・165はc2-1地区第１遺構面より上層から出

第35図　落ち込みＳＸ37出土遺物実測図（５）（4�1�4）



京都府遺跡調査報告集　第141࡭

ʵ86ʵ

土した。

ੴ੡඼（第39図）　166はجஃの部ࡐとߟえられるڽփؠยである。３面に加ࠟ޻がೝめられる

が、࠷も޿く࢒っている面にノϛによるていͶいなέζϦが施される。ＳＤ36から出土した。Ｓ

Ｄ36からはଞにもڽփؠのখഁยが多਺出土している。167はଠܕൎਕ石ිである。c2-1地区の

表土掘࡟中に出土した。

文軒丸ݍॏࡾ168は　（第40図）נ

瓦である。֎ԑ、ݍઢ文ともに、΄

とΜどࣦܽしている。瓦当は厚い。

169～172は౜૲文軒平瓦である。

169はۂઢֺで、瓦当面の֎区はೋ

ॏݍઢがめ͙る。Ԝ面ଆがඃ೤によ

り੺変している。平৓6663ٶＥܕ

式とಉܕである。170は下内ԑにच

文がめ͙る。Ԝ面はܽଛしている

が、Ԝ面に近いଆが੺変している。

171は瓦当左下୺部دりのഁยであ

る。下内ԑにच文がめ͙る。ଆ面・

ತ面にϔϥέζϦを施す。172は瓦

第36図　溝ＳＤ16・30・50・55、包含層出土遺物実測図（4�1�4）

第37図　金属製品実測図（4�1�2）
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第38図　銭貨実測図（4�1�1）

第39図　石製品実測図（4�1�4）
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当右上୺部のഁย。࿬内ԑにच文がめ͙る。ଆ面・ತ面にϔϥέζϦを施す。173～176は丸瓦で

ある。173は֎面はॎ方޲の൘φσ、内面はίϏΩࠟと布目ࠟが࢒るが、筒部୺ଆ΄ど、ίϏΩ

がྑく࢒る。Ԝ面ଆԑの面औりの෯がখさい。Ԝ面筒部୺ԑを面औりする。ஈ部の೪土షり଍し

はখさい。ತ面ۄԑدりはԣ方޲のφσ調੔。筒部୺面دりは調੔がऑく、ίϏΩࠟ跡が࢒る。

174～176はԜ面ଆԑとۄԑ部ଆԑにൺֱత෯の޿い面औりを施し、ஈ部は೪土షり଍しにより成

形している。いͣれもತ面がඃ೤により੺変し、୸化物が෇ணするものもある。174はԜ面の΄

΅全面にίϏΩࠟ跡が࢒る。175は΄΅全面に࢒る布目ࠟ跡の下にίϏΩࠟ跡がかΖうじてೝめ

られる。177～180は平瓦である。177～179はԜ面からڱ୺面までҰ࿈の布目が࢒り、Ԝ面のଆԑ

部からଆ面にかけてϔϥέζϦを施す。ತ面はॎ方޲に෯の޿いϔϥέζϦを施すが、ڱ୺部に

近い΄ど、έζϦがૈく布目ࠟ跡が࢒る。҉փ৭をఄし、ম成は΍΍؁い。180はԜ面にίϏΩࠟ、

布目ࠟがみられ、ଆԑからଆ面にかけてはφσ調੔を施す。ತ面はೄタタΩの後、޿୺部෇近に

ԣ方޲のϔϥέζϦを施す。փࠇ৭をఄし、ম成はྑ޷である。ଞにൺ΂てബい。169はＳＤ15

から、173・174はＳＸ37から、ͦのଞはＳＤ36から出土した。

̐ɽ·ͱΊ

長岡京跡右京第968次調査では、古代・中世の遺構と近世の遺構を検出した。ͦの変遷は第42

図にࣔすとおりである。

古代においては、平҆࣌代前期～中期にかけてのＳＤ36を調査地西୺にԊうように検出した。

ＳＤ36はڧい流水によるચ掘によって、ܸࣼ߈面にあたる西ݞはࣼ܏ٸ面を形成し、Ұ部では΄

΅ਨ௚に੾り立֑ͭ面を成している。しかしながら、ＳＤ36上層の࣭࠭土΍೪࣭土が༏ӽするଯ

ੵ状況΍出土遺物がൺֱతྑく઀߹することなどから、ＳＤ36がৗに଎い流れをอっていたとߟ

えることはできない。ＳＤ36の上層はঃ々にଯੵがਐみ10世ل中༿ࠒまでには埋຅するが、ͦの

աఔで調査区南୺部෇近には多ྔの遺物が౤غされた。ͦの後、流れによるચ掘でፘられた落ち

込みＳＸ37が形成され、ここにも西ଆから多ྔの遺物が౤غされた。遺物が多ྔに出土する場所

はＳＤ36とＳＸ37で変わりはなく、౤غ場所が΄΅ܾまっていたことがӐわれる。このࠒ、埋຅

したＳＤ36の上面にখن໛な建物が建てられたՄೳੑがある。ＳＸ37とಉ様にચ掘によって形成

第40図　軒瓦実測図（4�1�4）
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第41図　丸瓦・平瓦実測図（4�1�6）
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された溝とߟえられるＳＤ16・

15・50もＳＸ37とಉ様に11世ل

前半には埋຅し、流路となる部

分は東ଆに後ୀして、ח૔࣌代

にはＳＤ30が形成される。これ

もＳＤ36とಉ様に西ଆがٸな܏

ࣼ面もしくはΦーόーϋンάを

成しており、ચ掘によって形成

されたとߟえられる。近世にな

ると流路はさらに西ଆになり、

ＳＤ25・20などが調査区東୺に

形成される。このࠒには流路の

西ଆはߞ作地となったようであ

る。

とこΖで、ＳＤ36・ＳＸ37か

ら多ྔの྘ᬵಃ器・փᬵಃ器の

΄か、瓦・ڽփؠย・ӽभ༼系

੨࣓࿶・銭貨（ঝ࿨ণሟ）などが

出土したことはಛ筆される。ਢ

大なもので、ྨ例をڊ38cNを測るܘ大࠷品が多く、なかでも、փᬵ平ළはܕ器ᆵŋᙈྨには大ܙ

஌らない。Ԑ౤༼にಛ஫した製品とみてྑいであΖう。これらの遺物構成から、調査地の西ଆに

するඞ要があるだΖྀߟ院がଘ在したՄೳੑをࣉஃをඋえたະ஌の古代جがるஈٰ上にஃ上ੵ޿

う。長岡京期の遺物はগなく、９世ل中ࠒからの遺物を主ମとすることから、平҆࣌代前期には

ଘ在したことがわかるが、ͦの૑建࣌期は、軒瓦などからみて長岡京期に૎るՄೳੑもߟえられ

る。ഇઈ࣌期はＳＸ37に多ྔの遺物がҰׅ౤غされる࣌期を࠷後に遺物が΄とΜどなくなること

から、11世ل中ࠒとみることができる。

（森島康雄）

஫１　ʮ京都第ೋ֎؀状ಓ路関係遺跡平成16年度発掘調査֓要ʯ（『京都府遺跡調査֓報』第118࡭　（財）京
都府埋蔵文化財調査研究センター）　2006

஫２　ʮ京都第ೋ֎؀状ಓ路関係遺跡平成17年度発掘調査報告ʯ（『京都府遺跡調査֓報』第124࡭　（財）京
都府埋蔵文化財調査研究センター）　2007

஫３　ʮ京都第ೋ֎؀状ಓ路関係遺跡平成19年度発掘調査報告ʯ（『京都府遺跡調査報告集』第131࡭　（財）
京都府埋蔵文化財調査研究センター）　2009

஫４　஫３にಉじ。
஫５　ʮ大山࡚大ࢬઢಓ路վྑ事業関係遺跡発掘調査報告ʯ（『京都府遺跡調査報告集』第133࡭　（財）京都

府埋蔵文化財調査研究センター）　2009
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都府埋蔵文化財調査研究センター）　2009

第42図　遺構変遷図（4�1�750）
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େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 1

大谷口遺跡全景＜右後方に池上遺跡＞（北西から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 �

（1）大谷口遺跡遠景＜左後方に室橋遺跡＞（東から）

（2）大谷口遺跡遠景＜右後方に諸畑遺跡＞（西から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 �

（1）大谷口遺跡全景（南から）

（2）１・２区近景（西から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 �

（1）１区全景（上が北西）

（2）１区全景（南西から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 �

（1）１・２区調査前全景（南から）

（2）土壙ＳＫ102（北西から）

（3）土壙ＳＫ103（東から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 6

（1）竪穴式住居跡ＳＨ101（南東から）

（2）竪穴式住居跡ＳＨ101竈（南東から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 �

（1）竪穴式住居跡ＳＨ101竈前庭
遺物出土状況（南東から）

（2）竪穴式住居跡ＳＨ101
遺物出土状況（上が北西）

（3）竪穴式住居跡ＳＨ101竈
断ち割り（南から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 8

（1）１区東部全景（北西から）

（2）掘立柱建物跡ＳＨ104
（北西から）

（3）１区南壁土層断面（西から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 9

（1）２区全景（南西から）

（2）２区全景（北西から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 1�

（1）土坑ＳＫ203（北西から）

（2）土坑ＳＫ203遺物出土状況
（南から）

（3）土坑ＳＫ222遺物出土状況
（南から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 11

（1）土坑ＳＫ206（南から）

（2）土坑ＳＫ206遺物出土状況
（上が北西）

（3）竪穴式住居跡ＳＨ201-（南から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 1�

（1）掘立柱建物跡ＳＢ209（南から）

（2）２区南部柱穴群検出状況
（北西から）

（3）２区北壁土層断面（南西から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 1�

（1）３・４区全景＜後方に官山川・諸畑遺跡＞（西から）

（2）３区全景（上が北東）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 1�

（1）３区全景＜下層遺構面＞
（北西から）

（2）３区南部遺構検出状況（北から）

（3）竪穴式住居跡ＳＨ316（西から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 1�

（1）柱列ＳＡ315（南東から）

（2）土壙ＳＫ312（南東から）

（3）土坑ＳＫ302（南東から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 16

（1）３区東壁南部土層断面（西から）

（2）土坑ＳＫ314（南西から）

（3）３区全景＜上層遺構面＞
（北西から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 1�

（1）竪穴式住居跡ＳＨ301
（北東から）

（2）竪穴式住居跡ＳＨ301
遺物出土状況（北西から）

（3）竪穴式住居跡ＳＨ301台石
出土状況（南西から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 18

（1）４区全景（上が北東）

（2）４区全景（南東から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 19

（1）土坑ＳＫ404（東から）

（2）掘立柱建物跡ＳＢ403
（南西から）

（3）掘立柱建物跡ＳＢ403柱穴Ｐ７
（北西から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 ��

（1）竪穴式住居跡ＳＢ402（西から）

（2）竪穴式住居跡ＳＢ402竈
（西から）

（3）炉跡ＳＸ407 ＜南部拡張前＞
（北西から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 �1

（1）炉跡ＳＸ407、落ち込みＳＸ410
（北東から）

（2）炉跡ＳＸ407（北西から）

（3）炉跡ＳＸ407断ち割り
（北東から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 ��

（1）炉跡ＳＸ407、落ち込みＳＸ410
（南東から）

（2）落ち込みＳＸ410遺物出土状況
（北東から）

（3）掘立柱建物跡ＳＢ401- -
（北東から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 ��

（1）５・６区調査前全景（南から）

（2）５区全景（北西から）

（3）５区南部遺構検出状況
（北西から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 ��

（1）竪穴式住居跡ＳＨ504
（南東から）

（2）柱穴ＳＰ506遺物出土状況
（東から）

（3）落ち込みＳＸ505（北西から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 ��

（1）６・７区近景（南東から）

（2）６区全景（上が南西）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 �6

（1）６区南部遺構検出状況土層断面
（南東から）

（2）竪穴式住居跡ＳＨ603
（北東から）

（3）竪穴式住居跡ＳＨ603
遺物出土状況（北東から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 ��

（1）土坑ＳＫ607（上が北東）

（2）５区東壁土層断面（南西から）

（3）６区西壁土層断面（北東から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 �8

（1）７区全景（上が北東）

（2）７区全景（南東から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 �9

（1）土坑ＳＫ703（南西から）

（2）土坑ＳＫ703遺物出土状況
（上が北西）

（3）竪穴式住居跡ＳＨ701
（北西から）



େ୩ޱ遺跡第̑次　図版第 ��

（1）７区東壁土層断面（南西から）

（2）集石遺構ＳＸ704（南西から）

（3）作業風景＜１区＞（北東から）
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ଂ֞಺遺跡第 1�次　図版第 1

（1）Ｄ２・Ｅ２地区全景（南から）

（2）Ｄ２・Ｅ２地区全景（東から）

（3）Ｄ２地区全景（北西から）



ଂ֞಺遺跡第 1�次　図版第 �

（1）Ｄ２地区柱穴ＳＰ115
遺物出土状況（北西から）

（2）Ｅ２地区全景（南から）

（3）Ｅ２地区遺物出土状況（東から）



ଂ֞಺遺跡第 1�次　図版第 �

（1）Ｈ地区全景（北から）

（2）Ｈ地区土坑ＳＫ01全景（西から）

（3）Ｈ地区土坑ＳＫ22全景（北から）
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（1）Ｉ地区全景（南から）

（2）Ｉ地区（南調査区）南半全景-
（北から）

（3）Ｉ地区（南調査区）北半全景-
（南から）
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（1）Ｉ地区（北調査区）全景- -
（南西から）

（2）Ｉ地区（北調査区）北部柱穴群-
検出状況（北東から）

（3）Ｉ地区（北調査区）土坑ＳＫ74-
検出状況（西から）
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（1）Ｉ地区（北調査区）土器溜まりＡ
群全景（西から）

（2）Ｉ地区（北調査区）土器溜まりＢ
群全景（西から）

（3）Ｉ地区（北調査区）土器溜まりＣ
群全景（西から）
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（1）Ｉ地区（北調査区）土器溜まりＤ
群全景（南東から）

（2）Ｉ地区（北調査区）土器溜まりＥ
群全景（東から）

（3）Ｉ地区（北調査区）土器溜まりＣ
～Ｆ群全景（東から）
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（1）出土遺物２

（2）出土遺物３
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（1）出土遺物４
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長岡京跡右京第 968次　図版第 1

（1）調査前状況（北から）

（2）c2-1地区第１遺構面全景
（上が北東）

（3）c2-1地区第１遺構面全景
（南東から）
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（1）c2-1地区第１遺構面ＳＤ20
全景（南東から）

（2）c2-1地区第１遺構面ＳＤ20畦
（南から）

（3）c2-1地区東壁ＳＤ20断面
（西から）
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（1）c2-1地区第１遺構面ＳＤ25
断面（南東から）

（2）c2-1地区第２遺構面全景
（南東から）

（3）c2-1地区第２遺構面ＳＤ30
全景（北から）
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（1）c2-1地区第２遺構面ＳＤ30
護岸杭近景（南から）

（2）c2-1地区第２遺構面ＳＤ30
断面（北西から）

（3）c2-1地区第２遺構面ＳＫ34
全景（南東から）
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（1）c3-2地区第１遺構面全景
（上が北東）

（2）c3-2地区第１遺構面全景
（南東から）

（3）c3-2地区第１遺構面北部全景
（南東から）
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（1）c3-2地区南壁（北西から）

（2）c3-2地区第１遺構面ＳＰ54
断面（北西から）

（3）c3-2地区第１遺構面ＳＰ57
断面（北西から）
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（1）c3-2地区第２遺構面北部全景
（南東から）

（2）c3-2地区第２遺構面南部全景
（北西から）

（3）c3-2地区第２遺構面南部全景
（南東から）
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（1）c3-2地区ＳＤ36全景（北西から）

（2）c3-2地区ＳＤ36断面（北西から）

（3）c3-2地区ＳＤ36断面（南東から）
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（1）c3-3地区第１遺構面全景
（上が北東）

（2）c3-3地区第２遺構面全景
（南東から）

（3）c3-3地区第２遺構面ＳＤ50
断面（北東から）
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（1）c2-2地区全景（上が北東）

（2）c2-2地区全景（南東から）

（3）c2-2地区ＳＤ20断面（南東から）
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（1）c2-2地区ＳＤ15全景（北西から）

（2）c3-1地区全景（上が北東）

（3）c3-1地区ＳＤ36断面（南東から）
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（1）c3-1地区ＳＤ36断面（南東から）

（2）c3-1地区ＳＸ37遺物出土状況
（北から）

（3）c3-1地区ＳＸ37遺物出土状況
（東から）
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（2）出土遺物２（ＳＤ36）
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（1）出土遺物３（ＳＤ36）

（2）出土遺物４（ＳＤ36）
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（1）出土遺物５（ＳＤ36）

（2）出土遺物６（ＳＤ36）
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（1）出土遺物７（ＳＤ36）

（2）出土遺物８（ＳＤ36・ＳＸ37・ＳＤ16）
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（1）出土遺物９（ＳＸ37）

（2）出土遺物10（ＳＸ37）
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（1）出土遺物11（ＳＸ37）

（2）出土遺物12（ＳＸ37）
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（1）出土遺物14（ＳＤ36・ＳＸ37）

（2）出土遺物15（ＳＸ37）
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大谷口遺跡第５次

なΜたΜし΍͗
ちΐうもΖはたお
おたに͙ち

南丹市八木町諸畑
大谷口

26213 350 35˃06˄10˅ 135˃31˄59˅
20090518
～

20091007
2
000 土地区ը

੔理

くらがいちいͤきだい
じΎうにじ

蔵垣内遺跡第12次

かめおかしちとͤ
ちΐうこくͿしΐ
うだ・うちがいと、
にしがいと、΍Ϳ
のもと

亀岡市千歳町国分
正田・内垣内・西
垣内・藪ノ本

26206 37 35˃02˄22˅ 135˃35˄00˅ 20081104
～

20090224

1
830 ಓ路建設

ながおかきΐうあとう
きΐうだいきΎうͻΌ
くΖくじΎうはちじ

長岡京跡右京第968次

ながおかきΐうし
ちΐうしにちΐう
め

長岡京市調子２丁
目

26209 107 34˃54˄39˅ 135˃41˄26˅
20090408
～

20091127
2
100 ಓ路建設

උߟɿ北Ң・東経の஋は世界測地系にͮجく。

所収遺跡名 छผ 主な࣌代 主な遺構 主な遺物 ಛ記事߲

大谷口遺跡第５
次

集落跡
集落跡
集落跡
集落跡
集落跡

ೄ文
໻ੜ
古෿
ඈௗ
ಸྑ࣌代
࣌૔ח～
代

土坑
竪穴式住居跡・土坑
竪穴式住居跡・掘立柱建物跡
炉跡
掘立柱建物跡

ೄ文土器
໻ੜ土器
土ࢣ器・ਢܙ器
土ࢣ器・ਢܙ器
土ࢣ器・ਢܙ器・瓦器

蔵垣内遺跡第12
次

集落跡
集落跡

集落跡

ೄ文
ಸྑ・平
҆
中世

溝・土坑・ピット

溝・土坑・ピット

ೄ文土器
土ࢣ器・ਢܙ器・製Ԙ土器・
瓦
土ࢣ器・ਢܙ器・瓦・中
国製ಃ࣓器



長岡京跡右京第
968次

集落跡

集落跡
集落跡

平҆

中世
近世

流路・落ち込み状遺構

流路
流路

土ࢣ器・ਢܙ器・ࠇ৭土器・
྘ᬵಃ器・փᬵಃ器・中
国製ಃ࣓器・瓦・ڽփؠ・
銭貨
土ࢣ器・瓦器࿶・銭貨
ಃ࣓器・銭貨

近๣にະ஌の古
代ࣉ院がଘ在す
るՄೳੑあり

所収遺跡名 要 ໿

大谷口遺跡第５次 大谷口遺跡はೄ文࣌代から中世にかけてのෳ߹集落遺跡であり、໻ੜからಸྑ࣌代の竪穴式
住居跡、古෿࣌代中期からח૔࣌代の掘立柱建物跡の΄か、土坑・柱穴を検出した。ಛにࠓ
ճの調査では５世لのૣいஈ֊のಋೖ期の竈をもͭ竪穴式住居跡を৽たに検出した。

蔵垣内遺跡第12次 ೄ文࣌代ૣ期のԡܕ文土器が包含層から出土するとともに、ಸྑ࣌代とח૔࣌代のピット、
土坑、溝などを検出する。ಛに、ח૔࣌代の鉄ᛳの出土は஫目される。ྡ઀して丹೾国分ࣉ
が所在しており、ಉࣉとの関࿈が૝ఆできる。

長岡京跡右京第968次 平҆࣌代～近世にかけての流路跡を調査した。ಛに、平҆࣌代の流路跡・落ち込み状遺構か
らは多छ多ྔの遺物が出土しており、瓦΍ڽփؠ、ӽभ༼製のಃ࣓器の出土など、Ұൠ集落
とはҟなり、古代ࣉ院が周ғにଘ在したՄೳੑがೝめられる。
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